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はじめに

このドキュメントでは、Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G、7925G-EX、および 7926Gについ
て説明します。

• 概要, xv ページ

• 追加情報, xvi ページ

• 安全性とパフォーマンスの情報, xvii ページ

• シスコ製品のセキュリティ, xxi ページ

• アクセシビリティ機能, xxi ページ

概要
このガイドでは、お使いの電話機で使用できる機能の概要を説明します。電話機の機能について

理解するには、このガイド全体をよくお読みください。よく使用されるセクションへのリンクを

次の表に示します。

参照目的

安全性とパフォーマンスの情報, （xviiページ）を参照し
てください。

安全情報を参照する

電話の設置, （19ページ）を参照してください。電話機をネットワークに接続する

Cisco Unified Wireless IP Phoneの機能, （1ページ）を参
照して、利用を開始してください。

設置後に電話機を使用する

機能ボタンとメニュー, （11ページ）を参照してくださ
い。

ボタンとメニューについて確認する

電話スクリーンの機能, （8ページ）を参照してくださ
い。

電話スクリーンについて確認する
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参照目的

基本的なコールオプション, （32ページ）を参照してく
ださい。

コールを発信する

保留および復帰, （44ページ）を参照してください。コールを保留にする

ミュート, （46ページ）を参照してください。コールをミュートにする

コール転送, （48ページ）を参照してください。コールを転送する

会議コール, （53ページ）を参照してください。会議コールを発信する

コール転送, （50ページ）を参照してください。別の電話番号にコールを転送する

共有回線, （68ページ）を参照してください。電話番号を共有する

コールピックアップ, （64ページ）を参照してくださ
い。

別の電話機で鳴っているコールに応

答する

ハンドセット、ヘッドセット、スピーカフォン,（117ペー
ジ）を参照してください。

電話機をスピーカフォンとして使用

する

スピードダイヤル, （60ページ）を参照してください。スピードダイヤルを設定する

カスタムの呼出音, （101ページ）を参照してください。呼出音の音量やトーンを変更する

通話履歴とディレクトリ, （77ページ）を参照してくだ
さい。

不在着信の表示

ボイスメッセージ, （95ページ）を参照してください。ボイスメッセージを聞く

ユーザオプション, （135ページ）を参照してください。ユーザオプションWebページを使用
して電話機をカスタマイズする

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャー
ジャー, （125ページ）を参照してください。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G
デスクトップチャージャーを使用す

る

追加情報
WWW上の次の URLから、シスコ製品の最新資料を入手することができます。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

シスコのWebサイトには、次の URLからアクセスできます。
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http://www.cisco.com/

各国のシスコWebサイトには、次の URLからアクセスできます。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

最新のライセンス情報には、次の URLからアクセスできます。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/all_models/openssl_license/7900_ssllic.html

安全性とパフォーマンスの情報
Cisco Unified Wireless IP Phoneを設置する前に、次の安全上の注意事項を確認してください。

安全上の重要事項警告

「危険」を意味しています。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の

取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してく

ださい。各警告の末尾にあるステートメント番号を使って、このデバイスに付属する安全上の

注意事項（翻訳版）で訳文を確認してください。ステートメント 1071

警告

これらの指示を保存する警告

このマニュアルにある警告の翻訳を見るには、この製品に付属する関連資料『Regulatory
Compliance and Safety Information for the Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 Series and Peripheral
Devices』を参照してください。このドキュメントは、次の URLにあります。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/prod_installation_guides_list.html

（注）

システムを電源に接続する前に、設置の手順を確認してください。ステートメント 1004警告

Voice over IP（VoIP）サービスと緊急コールサービスは、停電または電源が切断されると機能
しません。電源が復旧したら、機器をリセットまたは再設定して VoIPと緊急コールサービス
への接続を復帰させます。米国の緊急電話番号は911です。ご利用される国の緊急電話番号は
必ず確認してください。ステートメント 361

警告

バッテリチャージャーのプラグとソケットは、電源を切断する場合に備えて、すぐに手が届

く状態にしておく必要があります。ステートメント 1019
警告
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バッテリチャージャーは、建物に設置する際に、ショート（過電流）からの保護が必要です。

国内および地域の配線規約に基づき設置してください。ステートメント 1045
警告

高度の爆発性ガスが存在する場所などの危険な環境では、CiscoUnifiedWireless IP Phone 7925G
および 7926Gを使用しないでください。こうした場所であらゆるタイプのワイヤレスデバイ
スを使用するときは、現地の安全技師に確認してください。

警告

爆発の可能性がある環境下で Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G、7925G-EX、および 7926G
のバッテリを充電しないでください。

警告

爆発の可能性がある環境で Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G-EXを使用する場合は、CSA
または ATEX認定アクセサリを使用してください。

警告

電話の受話器は磁場を発生させ、ピンやステープルなどの小さな磁気オブジェクトを引き付け

ます。事故の可能性を回避するためにも、これらオブジェクトの近くにハンドセットを設置し

ないでください。

警告

バッテリの安全性に関する注意事項

ここに示すバッテリの安全性に関する注意事項は、Cisco Unified Wireless IP Phoneのメーカーに
よって承認済みのバッテリを対象としています。

バッテリを不正に交換すると爆発の危険があります。バッテリは、メーカーで推奨している同

じタイプまたは同等のタイプのものとのみ交換してください。使用済みバッテリはメーカーの

指示に従って破棄してください。ステートメント 1015

警告

本製品を最終処分する際は、すべての国の法律および規制に従って処理してください。ステー

トメント 1040
警告

バッテリパックが火気に触れたり、水に濡れることのないようにしてください。バッテリは

火気に触れると爆発する可能性があります。

警告
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このバッテリパックは、本デバイスでの使用のみを目的としています。注意

バッテリパックを分解したり、圧搾したり、穴をあけたり、焼却処分しないでください。注意

バッテリパックの火災、焼け焦げ、損傷のリスクを避けるために、バッテリの端子部分に金

属物質が触れないようにしてください。

注意

損傷したバッテリや漏出したバッテリの扱いには、細心の注意を払ってください。電解液に触

れた場合は、触れた部分を石鹸と水で洗い流してください。電解液が目に入った場合は、水で

目を 15分間洗い流してから、医師の診断をあおいでください。

注意

周囲温度が摂氏 40度（華氏 104度）を超えている場合は、バッテリパックを充電しないでく
ださい。

注意

バッテリパックは高温（摂氏 60度、華氏 140度）に曝さないでください。注意

バッテリパックを破棄する際は、バッテリの破棄またはリサイクルに関する地域の規制につ

いて、地域の廃棄物処理業者にお問い合わせください。

注意

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G/7925G-EX/7926G ユーザガイド
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バッテリの入手については、お近くの販売業者にお問い合わせください。Ciscoの製品番号の
付いているバッテリのみ使用してください。

標準バッテリ—CP-BATT-7925G-STD

長時間駆動バッテリ—CP-BATT-7925G-EXT

お使いの電話機と互換性のある Cisco電源装置のみご使用ください。電源装置を注文するに
は、お近くの販売業者に連絡のうえ、Cisco製品番号をお伝えください。

オーストラリア—CP-PWR-7925G-AU=

中央ヨーロッパ—CP-PWR-7925G-CE=

中国—CP-PWR-7925G-CN=

日本—CP-PWR-7925G-JP=

北米—CP-PWR-7925G-NA=

英国—CP-PWR-7925G-UK=

注意

バッテリおよび電源装置は電話機に付属していません。バッテリおよび電源装置を注文するに

は、お近くの販売業者にお問い合わせください。

（注）

停電

電話機から緊急サービスにアクセスできるかどうかは、電源が供給されているワイヤレスアクセ

スポイントによって異なります。電源の供給が停止した場合、電源が回復するまで、サービスお

よび緊急コールサービスのダイヤルは機能しません。電源の異常や障害が発生した場合は、サー

ビスおよび緊急コールサービスのダイヤル前に、装置をリセットまたは再設定する必要がありま

す。

規制ドメイン

この電話機の無線周波数（RF）は、特定の規制ドメイン向けに設定されています。特定の規制ド
メイン以外でこの電話機を使用した場合、電話機は正常に動作せず、現地の規制を侵害する可能

性があります。

医療現場での使用

この製品は医療機器ではなく、その他のデバイスまたは機器からの干渉を受けやすい無認可の周

波数帯を使用しています。
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外部デバイスの使用

Cisco Unified Wireless IP Phoneで外部デバイスを使用した場合に、次の情報が適用されます。

シスコでは、不要な無線周波数（RF）および可聴周波数（AF）がシールドされた、高品質の外部
デバイス（ヘッドセットなど）の使用を推奨しています。

これらのデバイスの品質、および携帯電話や双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、

雑音が入ることもあります。その場合は、次のいずれかの方法で対処してください。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスを離す。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

•外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、高品質なシールドおよびコネクタ
を備えたケーブルを使用する。

•外部デバイスのケーブルを短くする。

•外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。

シスコは、外部デバイス、ケーブル、およびコネクタの品質を制御できないため、システムのパ

フォーマンスを保証することはいたしかねます。高品質のケーブルとコネクタを使用して適切な

デバイスを接続すると、システムで十分なパフォーマンスが実現します。

欧州連合諸国では、EMC Directive [89/336/EC]に完全に準拠した外部ヘッドセットのみを使用
してください。

注意

シスコ製品のセキュリティ
本製品は、暗号化機能を備えており、輸入、輸出、配布、および使用に適用される米国および他

の国での法律の適用対象になっています。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号

化技術の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、

販売業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使

用するにあたっては、関係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順

守できない場合は、本製品を至急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、次の URLで参照できます。

http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html

アクセシビリティ機能
必要に応じて、アクセシビリティ機能のリストを入手することができます。Ciscoアクセシビリ
ティ機能の詳細については、次の URLを参照してください。
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第 1 章

Cisco Unified Wireless IP Phone の機能

この章では、Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G、7925G-EX、および 7926Gの機能について説
明します。

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gおよび 7926G, 1 ページ

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G-EX, 3 ページ

• ボタンとハードウェア, 5 ページ

• 電話スクリーンの機能, 8 ページ

• 機能ボタンとメニュー, 11 ページ

• 回線およびコールの用語, 13 ページ

• 回線とコールのアイコン, 13 ページ

• 圏外のアラート, 15 ページ

• 利用可能な機能, 16 ページ

• Bluetoothワイヤレスヘッドセットのサポート, 16 ページ

• 電話機のクリーニング, 17 ページ

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G および 7926G
Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gおよび 7926Gは、Cisco Unified Communications Managerなら
びに Cisco Aironet 802.11b/gおよび Cisco Aironet 802.11aアクセスポイント（AP）と組み合わせる
ことでプライベートビジネス通信ネットワーク上での包括的な音声コミュニケーションを実現す

る、802.11デュアルバンド無線デバイスです。

この電話機は、Bluetoothワイヤレスデバイスに認定されています（Qualified Device ID [QDID]
B014396）。コンピュータが使用するものと同じワイヤレス LANを使用して音声によるコミュニ
ケーションを提供するものであり、電話機のコールの発信や受信、保留、転送、会議の開催など

が可能です。
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次の図に、Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gを示します。Cisco Unified Wireless IP Phone 7926G
の外観も同じです。

このモデルでは、他のネットワークデバイスと同様に、設定して管理する必要があります。この

電話機は、G.711a、G.711u、G.729a、G.729ab、G.722/iLBCコーデックのエンコード、および
G.711a、G711b、G.711u、G.729、G729a、G729b、G729abコーデックのデコードを実行します。
またこの電話機は、圧縮されていないワイドバンド（16ビット、16 kHz）オーディオもサポート
します。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gおよび 7926Gは補聴器対応型（HAC）ですが、TTY機能は
備えていません。また、この電話機には中央の5のキーに「ドット」（「突起」）が付いており、
触ってキーの位置を確認することができます。

物理的な特徴は、次のとおりです。

•落下に対する耐損傷性

•抗菌物質およびアルコールによる拭き取りへの耐性

•ラテックスおよび鉛の不使用

•液体の飛散に対する耐性

•防塵性

•耐衝撃性および耐振動性

• USB 1.1インターフェイス

基本的なコール処理機能に加えて、この電話機には、コール処理機能を拡張し生産性を高める機

能も備わっています。

設定に応じて、次の機能がサポートされます。
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•ハンズフリーコール機能を含む、Bluetoothワイヤレスヘッドセットの使用

•電話番号および社内ディレクトリへのワイヤレスアクセス

•最大 200の連絡先を保存できるローカルな電話帳、および電話帳の連絡先に割り当て可能な
スピードダイヤルホットキー

•ネットワークデータ、XMLアプリケーション、Webベースサービスへのアクセス

•ユーザオプションWebページからの電話機の機能およびサービスのオンラインカスタマイ
ズ

•電話機の画面に情報を表示するオンラインヘルプシステム

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G-EX
Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G-EXは、Atmospheres Explosibles（ATEX）Zone 2/Class 22およ
び Canadian Standards Association（CSA）Division 2/Class 1認定の高機能電話機です。この電話機
は、ガス、オイル、および化学製品製造現場における爆発を誘発しやすい環境に加え、ほこりが

充満した環境での使用が認められています。防水保護された防塵機器であることを示す保護等級

64（IP 64）レベルの保護がされています。業界標準の黄色を採用した本体は、緊急時にも迅速に
見つけられます。

この電話機は、Bluetoothワイヤレスデバイスに認定されています（Qualified Device ID [QDID]
B014396）。コンピュータが使用するものと同じワイヤレス LANを使用して音声によるコミュニ
ケーションを提供するものであり、電話機のコールの発信や受信、保留、転送、会議の開催など

が可能です。

次の図に、Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G-EXを示します。
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このモデルでは、他のネットワークデバイスと同様に、設定して管理する必要があります。この

電話機は、G.711a、G.711u、G.729a、G.729ab、G.722/iLBCコーデックのエンコード、および
G.711a、G711b、G.711u、G.729、G729a、G729b、G729abコーデックのデコードを実行します。
またこの電話機は、圧縮されていないワイドバンド（16ビット、16 kHz）オーディオもサポート
します。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G-EXは、補聴器対応型（HAC）ですが、TTY機能を備えてい
ません。また、この電話機には中央の 5のキーに「ドット」（「突起」）が付いており、触って
キーの位置を確認することができます。

物理的な特徴は、次のとおりです。

• Atmospheres Explosibles（ATEX）Zone 2/Class 22の認定を受けており、電話機による空気中
のガスへの引火は予防されています。

• Canadian Standards Association（CSA）Division 2/Class 1認定を受けており、モバイルのコラ
ボレーションコミュニケーションにアクセスできます。

•業界標準の黄色を採用した本体は、緊急時にも迅速に見つけられます。

•防水保護された防塵機器であることを示す保護等級 64（IP 64）レベルの保護がされていま
す。

•大きな 2インチカラー（176 x 220ピクセル）ディスプレイにより、見やすくなっています。

•落下時に電話機が破損しにくくなっています。

•抗菌物質およびアルコールによる拭き取りに耐性があります。

•ラテックス、鉛を使用していません。

•衝撃と振動に対して高い耐性があります。

• USB 1.1インターフェイス。

ATEX Zone 2認定：Zone 2は、通常では爆発性ガスの滞留が発生する可能性が低く、発生する
としても、ごくまれであり、その状態が短時間（たとえば、1年に 10時間未満）しか継続し
ない領域として定義されています。

（注）

CSAClass 1 Division II認定：Class 1は、爆発性または引火性の混合ガスを発生させるのに十分
な量の可燃性ガスまたは気化物が空気中に滞留している可能性がある場所です。DivisionIIは、
分類済みの危険は通常は存在しないが、異常な条件下では存在する可能性がある場所です。

（注）

基本的なコール処理機能に加えて、この電話機には、コール処理機能を拡張し生産性を高める機

能も備わっています。

設定に応じて、次の機能がサポートされます。

•ハンズフリーコール機能を含む、Bluetoothワイヤレスヘッドセットの使用
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•電話番号および社内ディレクトリへのワイヤレスアクセス

•最大 200の連絡先を保存できるローカルな電話帳、および電話帳の連絡先に割り当て可能な
スピードダイヤルホットキー

•ネットワークデータ、XMLアプリケーション、Webベースサービスへのアクセス

•ユーザオプションWebページからの電話機の機能およびサービスのオンラインカスタマイ
ズ

爆発の危険性がある環境

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G-EXは、ATEX Zone 2および CSA Class 1 Division IIの認定を
受けた電話機です。つまり、この電話機は、通常では爆発性ガスの滞留が発生する可能性が低く、

発生するとしても、ごくまれであり、その状態が短時間（たとえば、1年に 10時間未満）しか継
続しない領域で使用することができます。またこの電話機は、爆発性または引火性の混合ガスを

発生させるのに十分な量の可燃性ガスまたは気化物が空気中に滞留している可能性がある場所、

および分類済みの危険は通常は存在しないが、異常な条件下では存在する可能性がある場所で使

用することができます。

ボタンとハードウェア
次の図に、Cisco Unified Wireless IP Phone 7926Gを示します。Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G
と 7925G-EXの外観は、Cisco Unified Wireless IP Phone 7926Gと同じです。次の表では、電話機の
キーの機能について説明します。
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次のように情報を通知します。インジケータランプ

（LED）
1

•赤色の点灯：電話機がAC電源に接続され、バッテリは充電
中です。

•緑色の点灯：電話機がAC電源に接続され、バッテリは完全
に充電されました。

•赤色の高速点滅：着信コールがあります。電話機は充電中
か、または完全に充電されました。

•赤色の低速点滅：ボイスメッセージがあります。電話機を
AC電源に接続すると、赤色のランプが、バッテリのみの使
用時よりも長く表示されます。

•緑色の低速点滅（2秒ごと）：電話機は、バッテリ電源のみ
を使用しています。電話機は、ワイヤレスネットワークに

登録されており、通信圏内に入っています。

ヘッドセットまたはイヤホンの接続ポートには保護カバーが付い

ています。

カバー付きヘッドセッ

トポート

2

電話機のスピーカモードのオン/オフを切り替えます。スピーカボタン3

ソフトキーリストにアクセスできるように [オプション]メニュー
をアクティブにします。ソフトキーラベルが表示されることも

あります。

右ソフトキーボタン4

メイン画面から以下のメニューおよびリストにアクセスします。ナビゲーションボタン5

ディレクトリ

回線表示

設定

サービス

メニューを上下にスクロールしてオプションを強調表示したり、

電話番号とテキストエントリの間を左右に移動したりできます。
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メイン画面から [ヘルプ]メニューをアクティブにします。選択ボタン6

メニュー項目、ソフトキー、コール、または操作を選択できま

す。

電話機の電源オン/オフ、接続コールの終了、コール着信時の呼
出音の消音を行います。

電源/終了ボタン（赤
色）

7

メニューの使用時は、メイン画面に戻るためのショートカットに

なります。

キーパッドをロックできます。シャープ（#）キー8

テキストの入力時に、次の特殊文字を入力できます。# ? ( ) [ ] { }

電話番号のダイヤル時に「0」を入力します。テキストの入力時
には、スペースまたは次の特殊文字を入力できます。, . ‘ “ | _ ~ ’

ゼロ（0）キー9

呼出音とバイブレータモードを切り替えます。アスタリスク（*）キー10

テキストの入力時に、次の特殊文字を入力できます。* + - / = \ :
;

電話番号のダイヤル、文字の入力、数字でのメニュー項目の選択

を実行できます。

キーパッド11

電話番号のダイヤル時に「1」を入力します。ボイスメールにア
クセスできます。

1キー12

テキストの入力時に、次の特殊文字を入力できます。!@<> $%
^ &

呼び出し中のコールに応答したり、電話番号をダイヤルした後に

コールを発信したりできます。

応答/送信ボタン（緑
色）

13

画面に表示されているソフトキーオプションをアクティブにし

ます。

左ソフトキーボタン14

ソフトキーを設定すると、メッセージに直接アクセスしたり、電

話機がアイドル状態の時に電話帳を開いたりできます。

ミュート機能のオン/オフを切り替えます。ミュートボタン15

電話機がアイドル状態のときに、呼出音の音量調整、バイブレー

タのオン、呼出音のオフを実行できます。

音量ボタン16
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着信コールの呼出音が鳴っている場合、このボタンを 1回押し
て、コールの呼出音を消すことができます。

通話中は、ハンドセット、ヘッドセット、スピーカモードで、

スピーカの音量を調整できます。

電話機をデスクトップチャージャーに接続している場合は、電

話機の音量ボタンでチャージャースピーカの音量を調整できま

す。

Push to Talkやその他のサービスなど、XMLアプリケーションで
使用します。

アプリケーションボタ

ン

17

JavaMIDletアプリケーションで使用して、バーコードをスキャン
できます。

バーコードスキャナ18

Cisco Unified Wireless IP Phone 7926G専用で
す。

（注）

電話スクリーンの機能
Cisco Unified Wireless IP Phoneには、ソフトキーボタンが 2つしかありません。オプションソフ
トキーでは、電話機で使用可能な機能オプションのリストが表示されます。[オプション]リスト
に表示される機能は、電話機がアイドル状態になっているか、アクティブコールがあるかどうか

で異なります。次に [オプション]リストが表示されたメイン画面を示します。

以下のアイコン（アクティブな場合）と電話番号が表示され

ます。

電話機のステータス行1

バッテリアイコン：バッテリの充電のレベルを示します。
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バッテリ取り外しアイコン：バッテリが取り外されている状

態、または認識されていない状態を示します。

信号アイコン：信号の強度を示します。

キーロックアイコン：キーパッドがロックされていることを

示します。

スピーカアイコン：スピーカモードがアクティブであること

を示します。

ミュートアイコン：ミュートがアクティブであることを示し

ます。

ヘッドセットアイコン：ヘッドセットがアクティブであるこ

とを示します。

呼出音オフアイコン：電話機のアラートがサイレントになっ

ていることを示します。

バイブレータアイコン：電話機のアラートがバイブレータの

みになっていることを示します。

バイブレータおよび呼出音アイコン：電話機のアラートが振

動と呼出音になっていることを示します。

ボイスメッセージアイコン：ボイスメッセージを受信したこ

とを示します。

アプリケーションアイコン：アプリケーション（Push to Talk
など）がアクティブであることを示します。

Bluetoothアイコン：Bluetooth設定が有効であることを示しま
す。

Bluetoothアイコン：Bluetoothデバイスが接続されていること
を示します。

プライマリ電話回線：プライマリ電話回線の電話番号（ディ

レクトリ番号）が表示されます。

10140
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日時が表示されます。日付時刻行

12:39 06/20/06

2

現在のコールの状態に応じて、特定のソフトキー機能が表示

されます。

オプションメニュー3

ソフトキーのオプションが表示され、ソフトキー機能の [オプ
ション]リストにアクセスできます。

ソフトキーラベル領域

電話帳：オプション

4

メニューまたは画面のアクティブなナビゲーション矢印が表

示されます。

電話機のステータスまたは手順が表示されます。ステータスと情報

現在のオプション

5

4つのメニューアイコンとヘルプが表示されます。メイン画面6

ホーム画面

電話機がアイドル状態のとき、ホーム画面が表示されます。ホーム画面は、メイン画面または回

線表示でもあります。電話機のホーム画面の表示については、システム管理者が決定します。

次の画面は、ホーム画面のメイン画面を示しています。

次の画面は、ホーム画面の回線表示を示しています。メイン画面へアクセスするには、 ボタン

を押します。
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機能ボタンとメニュー
メイン画面から、ナビゲーションボタンを使用して機能メニューにアクセスできます。

操作目的

ナビゲーションボタンの矢印を押して、メイン画面から以下のメニュー

のいずれかにアクセスします。

ディレクトリ

回線表示

設定

サービス

機能メニューを開く

ナビゲーションボタンの上部または下部を押します。メニューまたはリスト

をスクロールする

次の操作のいずれかを実行します。

•項目のキーパッド番号キーを押します。

•
スクロールして項目を強調表示し、 ボタン（ナビゲーションボ

タンの中央）を押します。

メニューオプションを

選択する
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操作目的

[戻る]を押します。

メニューを閉じてメイン画面に戻るには、任意のメニューレ

ベルから を押します。

（注）

機能メニューの 1つ前
のレベルに戻る

ナビゲーションボタンを左右に押します。電話番号または名前を

編集するためにカーソ

ルの位置を戻す

を押します。
強調表示されたコール

またはオプションを選

択する

メイン画面から、 を押します。
ヘルプにアクセスする

電話機のヘルプシステム

お使いの電話機には、オンラインヘルプシステムがあります。画面には、ヘルプトピックが表

示されます。

操作目的

を押して、メニューが表示されるまで数秒待ちます。

メインメニューには、次の項目があります。

• Cisco Unified IP Phoneについて：電話機の詳細な情報

•操作方法：電話機の一般的な操作手順

•コール機能：コール機能の説明および手順

•ヘルプ：ヘルプの使用やアクセスに関するヒント

メインメニューを表示す

る

を押して、オンラインヘルプのメインメニューの表示を待ちま

す。表示されたら、[ヘルプ]を選択します。

ヘルプを使用してヘルプ

情報を表示する

電話機のボタン

電話機のキーパッドとボタンは、よく使用する機能へのショートカットになっています。
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参照先目的

キーパッドの自動ロック, （109ページ）電話機のキーパッドをロックする

キーパッドの自動ロック, （109ページ）電話機のキーパッドのロックを解除する

カスタムの呼出音, （101ページ）呼出音とバイブレータモードを切り替える

ボイスメッセージ, （95ページ）ボイスメッセージを聞く

カスタムの音量設定, （103ページ）通話中に音量を調整する

カスタムの呼出音, （101ページ）コールの呼出音のパターンを変更する

回線およびコールの用語
回線とコールは、混同されやすい用語です。次にこれらの用語の意味を説明します。

回線

回線とは、コール発信に使用するディレクトリ番号またはインターコム番号に対応するもの

です。この電話機は、6回線までサポートしています。電話回線を表示するには、
ボタンを押して回線表示を開きます。回線表示リストには、ディレクトリ番号と同様の数の

回線が電話回線アイコン で表示されます。

コール

各回線は、複数のコールをサポートします。一般的には 4コールまでです。この電話機は
24接続コールまでサポートできますが、コール数はニーズに応じてシステム管理者が調節
できます。一度にアクティブになるコールは1つだけであり、他のコールは自動的に保留に
なります。

回線とコールのアイコン
次のメイン画面には、2件のアクティブコールが表示されています。1件が保留中（23827）、も
う 1件が接続中（3956933）です。
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アイコンと電話番号電話機のステータス行1

発信者の情報、接続時間、コール状態アイコンコールアクティビティ領域2

選択した回線のステータスステータス行3

コール機能とオプションリストソフトキーラベル4

電話機には、以下のアイコンが表示され、回線およびコールの状態を確認できます。

説明回線またはコールの

状態

アイコン

この回線には、コールアクティビティがありませ

ん。

オンフックの回線

回線は使用中ですが、コールには接続されていま

せん。

オフフックの回線

通話相手に接続されています。コール接続

回線の状態（BLF）, （71ページ）を参照してく
ださい。

着信コール、または

ビジーランプ

フィールド（BLF）
監視対象回線を呼び

出し中（BLFピッ
クアップ）

回線の状態（BLF）, （71ページ）を参照してく
ださい。

BLF監視対象回線
がアイドル状態

回線の状態（BLF）, （71ページ）を参照してく
ださい。

BLF監視対象回線
は使用中

回線の状態（BLF）, （71ページ）を参照してく
ださい。

BLF監視対象回線
はサイレント状態
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説明回線またはコールの

状態

アイコン

回線の状態（BLF）, （71ページ）を参照してく
ださい。

この回線では BLF
インジケータは使用

不可

共有回線は、リモートで使用されています。共有

回線, （68ページ）を参照してください。
リモート回線は使用

中

このコールを保留中にしています。保留および復

帰, （44ページ）を参照してください。
コール保留中

プライマリ回線を転送しました。コール転送, （
50ページ）を参照してください。

コール転送が有効な

状態

不審なコールのトレース, （73ページ）を参照し
てください。

認証済みコール

不審なコールのトレース, （73ページ）を参照し
てください。

暗号化済みコール

インターコム回線は使用していません。インター

コムコール, （58ページ）を参照してください。
アイドル状態のイン

ターコム回線

インターコム回線が、一方向のオーディオを送信

または受信しています。インターコムコール, （
58ページ）を参照してください。

一方向のインターコ

ムコール

受信者が、インターコム回線を押して、発信者と

の双方向のオーディオをアクティブにしました。

インターコムコール, （58ページ）を参照してく
ださい。

双方向のインターコ

ムコール

圏外のアラート
ワイヤレスネットワークの圏外に出たとき、システム管理者は電話機から音によるアラート（ビー

プ音）を鳴らすよう設定できます。アラートが聞こえると、 （信号なし）アイコンが電話スク

リーンに表示されます。

ワイヤレスネットワークの圏外に出ると、発信や着信など、ワイヤレスネットワーク接続が必要

な機能を電話機で利用できなくなります。
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システム管理者が圏外アラートを有効に設定している場合、設定によってはビープ音が一度のみ、

またはワイヤレスネットワーク圏内に戻るまで 10秒、30秒、または 60秒おきに鳴ります。

アラートを聞いてからワイヤレスネットワークに再接続するには、電話スクリーンに再び信号ア

イコン が表示される場所まで移動します。

利用可能な機能
Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G、7925G-EX、および 7926Gの操作と利用可能な機能は、会
社で使用するコール処理エージェントや会社の電話サポートチームによる電話システムの設定に

よって異なります。そのため、このガイドに記載されるいくつかの機能は利用できないか、また

は電話システム上で異なる動作をすることがあります。機能の動作または利用可能な機能につい

ては、サポートデスクまたはシステム管理者までお問い合せください。

Bluetooth ワイヤレスヘッドセットのサポート
Cisco Unified Wireless IP Phoneでは、Bluetoothワイヤレスヘッドセットを使用できます。ヘッド
セットの使用については、ヘッドセット情報, （28ページ）およびハンドセット、ヘッドセッ
ト、スピーカフォン, （117ページ）を参照してください。

ハンズフリープロファイルのサポート

電話機では、ハンズフリープロファイルの特定の機能をサポートします。ハンズフリープロファ

イルは標準の機能セットで、電話機を使うことなくハンズフリーデバイス（Bluetoothワイヤレス
ヘッドセットなど）から特定のタスクが実行できます。たとえば、電話機のリダイヤルボタンを

押す代わりに、ヘッドセットメーカーの手順に従って Bluetoothワイヤレスヘッドセットから番
号をリダイヤルできます。

これらのハンズフリー機能は、CiscoUnifiedWireless IP Phoneで使用するBluetoothワイヤレスヘッ
ドセットに適用されます。

•リダイヤル：最後にダイヤルした番号を呼び戻します。

•着信コールの拒否：即転送オプションを使用してコールをボイスメールに転送します。

• 3者コール：アクティブなコールがあり、別途着信コールまたは保留中のコールがある場合、
次の 2つの方法のうち 1つを選択してコールを処理できます。

◦アクティブなコールを終了して、待機中のコールを復帰します。

◦アクティブなコールを保留して、待機中のコールに応答または復帰させます。
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ハンズフリーデバイスによって、機能の動作は異なる場合があります。また、同じ機能でも

ハンズフリーデバイスメーカーによっては別の名称を使用する場合があります。

ハンズフリー機能の使用については、デバイスメーカーが提供するマニュアルを参照してく

ださい。

（注）

関連トピック

基本的なコールオプション, （32ページ）
コールへの応答, （41ページ）
保留および復帰, （44ページ）
複数のコール, （47ページ）

電話機のクリーニング
電話スクリーンと電話機を柔らかく乾いた布または濡れた布で優しく拭いてください。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gおよび 7926Gは埃と水に耐性がありますが、電話機をさ
らに保護したい場合は、シリコンケースをご購入ください。詳細については、『Cisco Unified
Wireless IP Phone 7925G, 7925G-EX, and 7926G Accessory Guide』を参照してください。

（注）
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第 2 章

電話の設置

会社のワイヤレスネットワークおよび IPテレフォニーネットワークに接続する新しい Cisco
Unified Wireless IP Phoneの設定は、システム管理者が行います。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G、7925G-EX、および 7926Gは、充電式リチウムイオンバッ
テリで電源供給します。電話機を使用する前に、電話機にバッテリを取り付けて、バッテリを充

電する必要があります。バッテリのタイプによっては、フル充電されたバッテリで次の時間動作

できます。

•標準バッテリは、通話時間 9.5時間まで、スタンバイ時間 180時間まで。

•拡張バッテリは、通話時間 13時間まで、スタンバイ時間 240時間まで。

Bluetoothワイヤレスヘッドセットを使用すると、いずれのバッテリタイプでも通話時間とス
タンバイ時間が短くなります。さらに、システム管理者による電話機の設定によってもバッテ

リ寿命は影響されます。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

（注）

• 電話機のバッテリの取り付け, 19 ページ

• 電話機のバッテリの充電, 21 ページ

• バッテリの充電後, 24 ページ

• ユーザ名とパスワードの設定, 25 ページ

• TAPSでの登録, 27 ページ

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G、7925G-EX、および 7926G用アクセサリ, 27 ページ

電話機のバッテリの取り付け
このセクションでは、電話機のバッテリの取り付け方法について説明します。
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手順

ステップ 1 電話機のカバーを取り外すには、次の図の手順に従います。

a) ロックを左に押してカバーをゆるめます。
b) バッテリ収納部のカバーを持ちあげて取り外します。

ステップ 2 バッテリを取り付けるには、次の図の手順に従います。
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a) バッテリをバッテリ収納部の下の部分に合わせ、電話機の金属接触部とバッテリをしっかり合
わせます。

b) バッテリをバッテリ収納部に押し込んで固定します。バッテリと電話機がずれていないことを
確認します。

ステップ 3 電話機のカバーを元に戻すには、次の図の手順に従います。

a) カバーの下部のツメを電話機のノッチに合わせます。
b) カチッという音がするまで、カバーを電話機にしっかり押しつけます。

電話機のバッテリの充電
AC電源またはUSBケーブルを電話機に接続することで、Cisco Unified Wireless IP Phoneのバッテ
リを充電できます。次の表では、充電方法とそれぞれの充電時間を示します。

USB ケーブルで電話機を PC の USB
ポートに接続した場合の充電時間

AC 電源を電話機に接続した場合
の充電時間

バッテリのタイプ

5時間2時間標準

7時間3時間拡張
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またデスクトップチャージャーまたはマルチチャージャーを使用してバッテリを充電できま

す。詳細については、Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャー, （125
ページ）および『Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G, 7925G-EX, and 7926G Accessory Guide』
を参照してください。

（注）

関連トピック

AC電源でのバッテリの充電, （22ページ）
USBケーブルと PCの USBポートを使用したバッテリの充電, （23ページ）
Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャー, （125ページ）

AC 電源でのバッテリの充電
AC電源を電話機に接続することで、バッテリを急速に充電できます。異なるAC電源レセプタク
ルに対応するには、適切な ACプラグアダプタを AC電源に挿入する必要があります。

バッテリの充電中でも、電話機は使用することができます。バッテリの充電後は、電源コードを

取り外しても、電話機に電源コードを差し込んだままでもかまいません。

設定によっては、電話機をAC電源に接続すると、電話機の電源が自動的にオフになることも
あります。AC電源には、電源、デスクトップチャージャー、またはマルチチャージャーなど
があります。電話機を AC電源に接続したまま使用している場合（コール中または XML電話
サービスの使用中）、コール後や電話サービスの終了後に電話機の電源がオフになります。

詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

（注）

AC電源を使用して電話機内のバッテリを充電する場合、次の図の手順に従ってください。
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手順

ステップ 1 ミニ USBポートのカバー（電話機の下部）を持ち上げます。

ステップ 2 ポートのカバーを片側に回転します。

ステップ 3 AC電源のミニ USBコネクタをポートに差し込みます。

ステップ 4 ACプラグアダプタを電源のスロットに差し込みます。

ステップ 5 AC電源をコンセントに差し込みます。

ステップ 6 インジケータランプが赤色であることを確認します。ランプは、充電ステータスを通知します。

•赤色：バッテリ充電中

•緑色：バッテリ充電完了

USB ケーブルと PC の USB ポートを使用したバッテリの充電
USBケーブルを使用して、電話機と PCの USBポートを接続することで、電話機内のバッテリを
充電できます。PCのUSBポートを使用してバッテリを充電する場合、充電時間は長くなります。

USBケーブルと USBポートを使用してバッテリを充電する場合、次の図の手順に従ってくださ
い。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G/7925G-EX/7926G ユーザガイド
23

電話の設置

USB ケーブルと PC の USB ポートを使用したバッテリの充電



手順

ステップ 1 USBケーブルのミニ USBコネクタを電話機に差し込みます。

ステップ 2 USB Aタイプコネクタを、PCの USBポートに差し込みます。

ステップ 3 新しいハードウェアの検索ウィザードが開いた場合、

a) [次へ]をクリックしてウィザードのダイアログボックスを使用します。
b) [新しいソフトウェアの更新]ダイアログボックスでは、[いいえ、今回は接続しません]をク
リックして [次へ]をクリックします。

c) [ソフトウェアを自動的にインストールする（推奨）]をクリックして、[次へ]をクリックしま
す。

d) しばらくすると、[このハードウェアをインストールできません]ダイアログボックスが表示さ
れます。[このソフトウェアをインストールする確認を今後表示しない]をクリックします。

e) [完了]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

ステップ 4 電話機のステータス行に「USBが接続されました」と表示されたら、インジケータランプを監視
します。

バッテリが充電中の場合、インジケータランプは赤色になります。バッテリが完全に充電される

と、インジケータランプは緑色になります。

バッテリの充電後
バッテリを充電した後で、コールを開始および受信するには、電話機をオンにする必要がありま

す。
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ヒント

アイドル状態の電話機のスクリーンは、一定の時間が経過した後でオフにできます。バッテリ電

源の使用時に、電話機がオンでワイヤレスネットワークに接続していることを知らせるために、

インジケータランプが 2秒ごとに緑色で点滅します。

電話機の電源投入

手順

ステップ 1 電話機の電源が入るまで、 （赤いボタン）を押し続けます。

ステップ 2 ワイヤレスネットワークにアクセスするためのユーザ名とパスワードの入力が必要な場合があり

ます。詳細については、ユーザ名とパスワードの設定, （25ページ）を参照してください。
Cisco Unified Communications Managerの認証と登録が完了すると、電話機のメイン画面が表示さ
れ、コールを発信および受信できるようになります。

信号強度の表示

アイコンは、ワイヤレスアクセスポイントと電話機間の信号強度を示します。電話機でコー

ルを発信または着信するには、少なくとも 1本のバーが立っている必要があります。

電話機を信号圏外に移動させると、ワイヤレスLANとの接続が失われます。 アイコンが表示さ

れ、ステータス回線に「サービス圏外に接近中」というメッセージが表示されます。

ユーザ名とパスワードの設定
一部のネットワークでは、電話機に初めて電源を入れるとき、ワイヤレスネットワークにアクセ

スするためのユーザ名とパスワードの設定が必要な場合があります。サポートは、システム管理

者にお問い合わせください。

手順

ステップ 1
（設定） > [ネットワークプロファイル]を選択します。

ステップ 2 現在のプロファイル名（ が付いている）を強調表示して [表示]を押します。

このスクリーンがロックされていることを示す アイコンが表示されます。サポート

は、システム管理者にお問い合わせください。

（注）
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ステップ 3 [WLANの設定]を強調表示して [表示]を押します。

ステップ 4 [ユーザ名]または [パスワード]までスクロールして、 を押します。

ステップ 5 キーパッドを使用して、ユーザ名またはパスワードを [新しいユーザ名]または [新しいパスワー
ド]フィールドに入力します。
詳細については、テキストの入力, （26ページ）を参照してください。

パスワードには最大で 32文字の英数字を使用できま
す。

（注）

ステップ 6 変更を確認するには、[オプション] > [保存]を選択します。

ステップ 7 メイン画面に戻るには、 （赤いボタン）を押します。

テキストの入力

パスワードには、文字、数字、および特殊文字を入力できます。キーパッドで数字キーを押すと

そのキーが制御するすべての文字および記号が、テキストの吹き出しに表示されます。押すたび

に、別の文字オプションに移動します。

操作目的

入力する文字（大文字または小文字）が強調表示されるまで番号

キーを押します。

文字を入力する

番号キーを押して、入力する数字を見つけます。数字を入力する

最後の文字または数字を削除するには、<<を 1回押します。文字
列全体を削除するには、<<を押し続けます。

最後の文字を削除する

を押して、文字間にスペースを入力します。スペースを入力する

を押して、次の記号の表示と入力を行います。* + - / = \ : ;特殊文字と記号を入力する

を押して、次の記号の表示と入力を行います。スペース , .‘ “ |
_ ~ ’

を押して、次の記号の表示と入力を行います。# ? ( ) [ ] { }

を押して、次の記号の表示と入力を行います。! @ < > $% ^&

[オプション] > [キャンセル]を選択して、メニューオプションまた
はメイン画面に戻ります。

編集モードをキャンセルす

る
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TAPS での登録
電話機をワイヤレス LANネットワークに接続した後で、Tool for Auto-Registered Phones Support
（TAPS）を使用して自動登録を行うことを、システム管理者から要求される場合があります。
TAPSは新しい電話機を使用する場合や、既存の電話機を交換する場合に使用します。

手順

ステップ 1 TAPSで登録を行うには、システム管理者から提供された TAPS内線番号を入力します。

ステップ 2 音声プロンプトに従います。場合によっては、市外局番も含め、完全な内線番号を入力する必要

があります。

ステップ 3 電話機に確認のメッセージが表示されたら、電話を切ります。電話機が再起動します。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G、7925G-EX、および
7926G 用アクセサリ

電話機で利用できるアクセサリは、次のとおりです。

•標準および拡張バッテリ

• AC電源装置（地理的地域別）

•デスクトップチャージャー

•マルチチャージャー

•キャリーケース

•ヘッドセット

•ロックセット

危険な環境では、Cisco Unified IP Wireless Phone 7925G-EXで CSAまたは ATEX認定アクセサ
リを使用します。

警告

アクセサリの完全なリストおよび説明については、『CiscoUnifiedWireless IPPhone7925G,7925G-EX,
and 7926G Accessory Guide』を参照してください。

電話機およびCiscoUnifiedWireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーの詳細については、
Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャー, （125ページ）を参照してくだ
さい。
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ヘッドセット情報

ヘッドセットの使用については、ハンドセット、ヘッドセット、スピーカフォン,（117ページ）
を参照してください。シスコではサードパーティの有線またはBluetoothワイヤレスヘッドセット
を Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G、7925G-EX、および 7926Gで使用できるか社内テストを
実施していますが、ヘッドセットまたはハンドセットベンダーの製品の認定またはサポートは

行っていません。Cisco Unified IP Phoneを導入する場所特有の環境やハードウェアの不一致によ
り、すべての環境に最適な単一の「ベストな」ソリューションは存在しません。シスコでは、ネッ

トワークに多数のユニットを導入する前に、自社環境で最適に動作するヘッドセットについてテ

ストすることを推奨します。

シスコでは、不要な無線周波数（RF）および可聴周波数（AF）を遮断する高品質の外部デバイス
（ヘッドセットなど）の使用を推奨しています。これらのデバイスの品質、および携帯電話や双

方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑音が入ることもあります。詳細については、

外部デバイスの使用, （xxiページ）を参照してください。

ヘッドセットが Cisco Unified IP Phoneに不適切な主な理由として、ハミング音が聞こえることが
あります。このハミング音は、リモートパーティに聞こえる場合と、リモートパーティと Cisco
Unified IP Phoneユーザの両方に聞こえる場合があります。ハミング音またはブーンという音は、
電灯、電気モーター、大型 PCモニタなどのさまざまな外部機器から発生する場合もあります。
場合によっては、さまざまなヘッドセットの機械部分または電気部分が原因で、リモートの通話

相手はCiscoUnified IPPhoneユーザと通話するときに自身の声の反響が聞こえることもあります。

Bluetooth ワイヤレスヘッドセット
Bluetoothワイヤレスヘッドセットを使用すると、電話機のバッテリ電力消費が増えてバッテリの
寿命が短くなる傾向があります。

Bluetooth無線ヘッドセットの動作に関して、ヘッドセットが電話機の直接のラインオブサイト内
にある必要はありませんが、壁やドアなどの障害物、および他の電子デバイスからの干渉が接続

に影響を及ぼすことがあります。

オーディオの品質

物理的、機械的、技術的な性能以上に、ヘッドセットがユーザおよび相手側に優れた音声を提供

する必要があります。音声は主観的なものであり、Ciscoでヘッドセットの性能を保証することは
できませんが、以下のサイトで紹介しているヘッドセットの一部は、Cisco Unified IP Phoneで良
好に動作することが確認済みです。

ただし、お客様独自の環境でのヘッドセットのテストと、その結果によりパフォーマンスが適切

であるかどうかの判断については、すべてお客様の責任で行っていただくものです。

お客様の電話機対応の有線ヘッドセット、およびBluetoothワイヤレスヘッドセットの詳細につい
ては、『Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G, 7925G-EX, and 7926G Accessory Guide』および次の
Webサイトを参照してください。

• http://www.plantronics.com
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• http://www.jabra.com

• http://www.jawbone.com

ロックセットおよびケーブルロックで電話機を固定

ロックセットを Ciscoから注文して電話機をデスクトップに固定することができます。詳細につ
いては、『Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G, 7925G-EX, and 7926G Accessory Guide』を参照し
てください。

ケーブルロックはロックセットに含まれていません。（注）

手順

ステップ 1 セキュリティケーブルをポストのまわりに巻くか、デスクトップの穴に通します。セキュリティ

ケーブルの端のループを Cリングに通します。

ステップ 2 ケーブルループを通した Cリングを電話の背面のスロットに挿入します。

ステップ 3 ダイヤル錠を使用して Cリングの端をケーブルループおよび電話機のまわりに固定します。
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第 3 章

コール機能

さまざまな機能やサービスを利用してコール処理タスクを実行できます。利用可能な機能は、そ

れぞれ異なります。詳細は、システム管理者にお問い合せください。

• 基本的なコールオプション, 32 ページ

• 高度なコールオプション, 35 ページ

• コールへの応答, 41 ページ

• コールの切断, 44 ページ

• 保留および復帰, 44 ページ

• ミュート, 46 ページ

• 複数のコール, 47 ページ

• コール転送, 48 ページ

• コール転送, 50 ページ

• サイレント, 51 ページ

• 会議コール, 53 ページ

• インターコムコール, 58 ページ

• スピードダイヤル, 60 ページ

• コールピックアップ, 64 ページ

• コールパーク, 66 ページ

• ハントグループ, 67 ページ

• 共有回線, 68 ページ

• 回線の状態（BLF）, 71 ページ

• セキュアなコール, 72 ページ

• 不審なコールのトレース, 73 ページ
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• プライオリティ（優先）コール, 74 ページ

基本的なコールオプション
次のセクションでは、Wireless IP Phoneで簡単にコールを発信できる方法について説明していま
す。

システム管理者は、ワイヤレスネットワークの範囲外になると通知音で警告を出すように電

話機を設定できます。ワイヤレスネットワークの範囲内にいる場合のみ電話を使用できます。

詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

（注）

ヒント

•電話番号をダイヤルしはじめると、ダイヤルしている番号と一致する電話番号が発信履歴か
ら検索されて表示されます。これを自動ダイヤルと呼びます。自動ダイヤルで表示された電

話番号にコールするには、目的の番号までスクロールして を押します。

•間違ってダイヤルした場合は、<<を押して数字を消します。

•最後にかけた電話番号にリダイヤルするには、 を 2回押します。

•電話機で国際通話履歴が設定されている場合は、通話履歴、リダイヤル、コールディレクト
リのエントリにプラス（+）記号が付いています。詳細については、システム管理者にお問
い合わせください。

•コールの相手に通知音が流れる場合、そのコールは監視または録音される可能性がありま
す。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

•アクティブコール中に数字を押すと、その数字が 2秒間スクリーンに表示されます。さらに
数字を押すと、数字がもう一度表示されます。

•電話機から通知音が流れた場合は、ワイヤレスネットワークの範囲外にいる可能性がありま

す。電話機を使用するには、信号が強いことを示すアイコン が電話機で確認できる場所

まで移動します。

• Bluetoothワイヤレスヘッドセットを使用して電話番号をリダイヤルする詳細については、
ヘッドセットメーカーのマニュアルを参照してください。
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ハンドセットでのコールの発信

手順

ステップ 1 電話番号をダイヤルします。

ステップ 2 を押してコールを発信します。

ダイヤルトーンは聞こえません。

関連トピック

コールへの応答, （41ページ）

スピーカモードでのコールの発信

手順

ステップ 1 を押し続けてスピーカをオンにします。

ステップ 2 電話番号をダイヤルします。

ステップ 3 を押してコールを発信します。

ステップ 4 もう一度 を押し続けると、スピーカモードがオフになります。

関連トピック

ハンドセット、ヘッドセット、スピーカフォン, （117ページ）

番号のリダイヤル

手順

を 2回押すか、[オプション] > [リダイヤル]を選択します。
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既存のアクティブコールでのコールの発信（同じ回線）

手順

ステップ 1 [保留]を選択します。

ステップ 2 [オプション] > [発信]を選択します。
ダイヤルトーンが聞こえます。

ステップ 3 番号をダイヤル、リダイヤル、またはスピードダイヤルします。

関連トピック

保留および復帰, （44ページ）

電話帳からのコールのダイヤル

手順

ステップ 1

を選択します。

ステップ 2 [電話帳]を選択するか、[電話帳]（使用可能な場合）を押します。

ステップ 3 連絡先の名前を強調表示してから、次のいずれかの操作を実行します。

•電話番号のアイコンが表示されるまで、左または右にスクロールします。

◦ 勤務先電話

◦ 自宅電話

◦ 携帯電話

◦ 他の電話

• [オプション] > [詳細]を選択して、電話番号を強調表示します。

ステップ 4 を押すか、または [オプション] > [ダイヤル]を選択します。

関連トピック

社内電話帳, （86ページ）
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通話履歴のエントリからのダイヤル

手順

ステップ 1

を押します。

ステップ 2 [不在履歴]、[着信履歴]、または [発信履歴]を選択します。

ステップ 3 リストの番号のキーを押すか、リストまでスクロールして を押します。

関連トピック

通話履歴, （77ページ）

国際電話番号のダイヤル

手順

ステップ 1 を押し続けます。

プラス記号（+）が表示されます。

ステップ 2 +記号の後に、国コードを付けて電話番号を入力します。

ステップ 3 を押すか、または [オプション] > [ダイヤル]を選択します。

高度なコールオプション
お使いの電話機で利用できる特別な機能やサービスを使用して、コールを発信することができま

す。これらの追加オプションの詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

ヒント

スピードダイヤル、コールレコード、またはディレクトリリストに関連付けられている回線に

コールを発信する前に、回線が話し中かどうかを確認します。回線の状態（BLF）,（71ページ）
の説明に従って、回線ステータスのインジケータを確認してください。
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スピードダイヤルでの連絡先番号の発信

手順

次のいずれかの操作を実行します。

•スピードダイヤルのホットキーを約 2秒間押し続けます。

2桁の番号をダイヤルする場合、最初の数字を入力し、次に 2番目の数字を約 2秒
間押し続けます。

（注）

•

（ディレクトリ） > [スピードダイヤル]を選択し、スピードダイヤルを強調表示し
て を押します。

関連トピック

社内電話帳, （86ページ）
スピードダイヤル, （60ページ）

設定済みのスピードダイヤル番号のダイヤル

Webで設定した回線表示のスピードダイヤル番号にダイヤルするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1
を押します。

ステップ 2
スピードダイヤル までスクロールします。

ステップ 3 または を押して、コールを開始します。

関連トピック

スピードダイヤル, （60ページ）
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既存のアクティブコールでのコールの発信（異なる回線）

手順

ステップ 1 [保留]を押します。

ステップ 2
を押します。

ステップ 3 別の回線までスクロールして を押します。

ステップ 4 電話番号をダイヤルします。

ステップ 5 を押してコールを開始します。

関連トピック

保留および復帰, （44ページ）

セカンダリ回線のコールの発信

手順

ステップ 1
を押して、別の回線までスクロールします。

ステップ 2 電話番号をダイヤルします。

ステップ 3 を押してコールを開始します。

関連トピック

複数のコール, （47ページ）
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社内ディレクトリからのダイヤル

手順

ステップ 1

> [ディレクトリサービス] > [社内ディレクトリ]を選択します（名前は異なる場合があり
ます）。

ステップ 2 キーパッドを使用して名前を入力します。

ステップ 3 [オプション] > [送信]を押します。

ステップ 4 リストの番号のキーを押すか、リストまでスクロールします。

ステップ 5 [ダイヤル]または を押します。

関連トピック

ディレクトリ, （80ページ）

折返し

話し中または呼び出し中の内線が応答可能になったときに、折返しを使用して通知を受け取りま

す。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

手順

ステップ 1 ビジー音または呼出音が聞こえている間に、[オプション] > [折返し]を選択します。

ステップ 2 電話を切ります。回線が利用できるようになると、電話機から通知があります。

ステップ 3 回線が使用可能になったら、[ダイヤル]を押してコールを発信します。

プライオリティ（優先）コールの開始

お使いの電話機によっては、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）機能を設定することが
できます。MLPPを使用すると、重要なコールに高い優先順位を付けることができます。

MLPPコールを発信するには
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手順

ステップ 1 MLPPアクセス番号を入力します。

ステップ 2 を押します。

ステップ 3 電話番号をダイヤルします。

ステップ 4 を押します。

関連トピック

プライオリティ（優先）コール, （74ページ）

個人アドレス帳（PAB）エントリからのダイヤル

手順

ステップ 1
> [パーソナルディレクトリ]を選択してログインします。

ステップ 2 [個人アドレス帳]を選択してリストを検索します。

ステップ 3 [オプション] > [送信]を押します。

ステップ 4 リストまでスクロールして を押します。

関連トピック

ディレクトリ, （80ページ）

CMC コールまたは FAC コールの発信
システム管理者は、コールの開始時にクライアント識別コード（CMC）または強制承認コード
（FAC）の入力を要求するように電話機を設定できます。CMCはコールしているクライアントを
識別し、FACはコールを開始する権限がユーザにあるかどうかを確認します。

詳細については、システム管理者にお問い合わせください。
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手順

ステップ 1 電話番号をダイヤルします。

ステップ 2 を押します。

ステップ 3 トーンの後で、CMCまたは FACを入力します。

エクステンションモビリティプロファイルコールの発信

手順

ステップ 1
> [EMサービス]を選択します（名前は異なる場合があります）。

ステップ 2 ログイン情報を入力します。

関連トピック

Ciscoエクステンションモビリティ, （97ページ）

Push to Talk コールの発信

手順

ステップ 1
> [Push to Talkサービス]を選択します（名前は異なる場合があります）。

ステップ 2 または [通話]を使用して発信します。

ステップ 3 または [停止]を押して終了します。

関連トピック

Push to Talkサービス, （98ページ）
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ファストダイヤルコールの発信

ファストダイヤルを使用できるためには、この機能がシステム管理者によってあらかじめ設定さ

れていることが必要です。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

手順

ステップ 1
> [ファストダイヤルサービス]を選択します（名前は異なる場合があります）。

ステップ 2 インデックス番号までスクロールするか、インデックス番号を押して、エントリを検索します。

ステップ 3 を押します。

関連トピック

ファストダイヤル, （61ページ）

コールへの応答
電話機が対応している場合、コールへ応答するときにいくつかのオプションが利用できます。

ヒント

•コールへの応答でボタンを使用する場合は、キーパッド設定,（108ページ）を参照してくだ
さい。

•キーパッドがロックされている場合も、着信コールに応答できます。

•着信コールへ応答する前にアプリケーションまたはサービスを利用していた場合、アプリ
ケーションまたはサービスはコール終了後に再開します。

•接続されたコールから（Bluetoothワイヤレスヘッドセットを使用して）呼び出し中のコール
へ切り替える方法は、Bluetoothワイヤレスヘッドセットのマニュアルにある手順を参照して
ください。

•（Bluetoothワイヤレスヘッドセットを使用して）ボイスメールに直接コールを発信するに
は、Bluetoothワイヤレスヘッドセットのコール拒否機能を利用します（正確な機能名は異な
る場合があります）。詳細については、Bluetoothワイヤレスヘッドセットのマニュアルを参
照してください。システム管理者が電話機に即転送を設定していない場合、電話機はコール

拒否要求を無視します。

関連トピック

複数のコール, （47ページ）
ボイスメッセージ, （95ページ）
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コールパーク, （66ページ）
不審なコールのトレース, （73ページ）
コールピックアップ, （64ページ）

コールへの応答

手順

を押します。

関連トピック

任意のキーによる応答, （109ページ）

着信コールの呼出音の消音

着信コールの呼出音が鳴らないようにして、強制的に別の電話番号に転送することができます。

転送されたコールを受信する電話番号は、無応答の転送先番号です。この番号は、ボイスメール

の番号や別のユーザの電話番号にすることができます。

手順

または を押します。

コールは呼出音が出ないまま、無応答の転送先番号に転送されます。

接続中のコールから呼出中のコールに切り替えて応答（ハンドセット

を使用）

手順

または を押して新しいコールに応答すると、最初のコールは自動的に保留になります。

関連トピック

複数のコール, （47ページ）
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コール待機を使用した応答

手順

応答ボタンを押します。

コールをボイスメールに直接送信（ハンドセットを使用）

手順

[即転送]を押します。

関連トピック

ボイスメッセージ, （95ページ）

ハンドセットを使用したプライオリティコールへの応答

手順

ステップ 1 現在のコールを切断します。

ステップ 2 応答ボタンまたは を押します。

関連トピック

プライオリティ（優先）コール, （74ページ）

Bluetooth ワイヤレスヘッドセットを使用したプライオリティコール
への応答

手順

ステップ 1 現在のコールを切断します。

ステップ 2 呼び出し中のコールに応答します。詳細については、Bluetoothワイヤレスヘッドセットのマニュ
アルを参照してください。
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関連トピック

プライオリティ（優先）コール, （74ページ）

自動応答コール

自動応答機能の設定については、システム管理者にお問い合わせください。呼出音が 1度か 2度
鳴った後で、コールはハンドセットまたはヘッドセットに自動的に接続され、ユーザが を押

す必要はありません。

関連トピック

自動応答, （123ページ）

コールの切断
コールを切断するには、2つのオプションのうち一方を実行します。

コールの終了

手順

、[終了]、または [オプション] > [終了]を選択します。

同じ回線上のコールの切断、別のコールの保持

手順

[終了]または [オプション] > [終了]を選択します。必要な場合は、最初にコールを保留から削除し
ます。

保留および復帰
コールは保留および復帰できます。コールを保留中にすると、コール表示内の発信者 IDの横に

[保留]アイコンが表示されます。

電話機で保留復帰機能が有効になっている場合、一定時間の後で保留にしたコールを復帰させ、

呼出音を鳴らすことができます。これらの「復帰された」コールは、復帰するまで保留されます。

電話機は、復帰コールの存在を次のように示します。
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• 1回の呼出音（または、電話回線の設定によってはフラッシュもしくはビープ音）を一定間
隔で繰り返して通知する。

•電話スクリーンの下部のステータスバーに簡単な「保留復帰」メッセージを表示する。

回線上にアクティブなコールや保留中のコールがある場合に保留中のコールを復帰させるに

は、アクティブなコールを終了させるか、または保留にします。

（注）

ヒント

•通常、保留機能を実行すると、保留中の相手には音楽またはビープ音が聞こえます。

•着信コールの通知の受信とコールの復帰が同時に行われた場合、デフォルトでは、着信コー
ルが電話スクリーンに表示されます。こうした優先度の設定は、システム管理者が変更でき

ます。

•共有回線を使用している場合、保留復帰の呼出音は実際にコールを保留中の電話機でのみ鳴
ります。共有回線上の他の電話機では鳴りません。

•保留復帰の通知時間は、システム管理者が決定します。

•（Bluetoothワイヤレスヘッドセットを使って）現在の回線から保留中のコールを削除する方
法は、Bluetoothワイヤレスヘッドセットのマニュアルにある手順を参照してください。

コールの保留

保留機能を使用すると、保留中の相手に音楽やビープ音が流れるのが一般的です。

手順

ステップ 1 保留にするコールが強調表示されていることを確認します。

ステップ 2 [保留]を押します。

現在の回線で保留中のコールの解除（ハンドセットを使用）

手順

ステップ 1 適切なコールが強調表示されていることを確認します。

ステップ 2 [復帰]を押します。
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別の回線で保留中のコールの解除

手順

ステップ 1
を押して別の回線に変更します。

ステップ 2 [復帰]を押します。
その回線上で保留中のコールが 1つの場合は、そのコールが自動的に再開されま
す。

（注）

ステップ 3 別のコールも保留になっている場合は、目的のコールまでスクロールして [復帰]を押します。

共有回線のワイヤレス電話機またはデスクの電話機へのコールの転送

手順

ステップ 1 共有回線のアクティブコールがつながっている電話機で [保留]を押します。

ステップ 2 共有回線の別の電話機の [復帰]を押します。

ミュート
ミュートを有効にすると、コールの通話相手の声は聞こえますが、相手にはこちらの声は聞こえ

ません。ミュートは、電話機またはヘッドセットで使用できます。

コールのミュートとミュート解除

手順

ステップ 1
電話機をミュートに設定するには、電話機の左側にある を押します。 アイコンが電話機ス

クリーンの上部に表示されます。

ステップ 2
ミュートを解除するには、 をもう一度押します。 アイコンの表示が消えます。
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複数のコール
1つ以上の回線上で複数のコール間を切り替えることができます。切り替え先のコールが電話ス
クリーン上で自動的に強調表示されない場合は、そのコールまでスクロールします。

ヒント

•電話機では 6件まで回線を持つことができますが、電話スクリーンには 1つの回線しか表示

されません。その他の回線を表示するには、 （回線表示）ボタンを押します。

•電話機は回線あたり複数のコールを持つことができますが、電話機あたり 24コール以上は
保持できません。

•接続中のコールから着信コールへ（Bluetoothワイヤレスヘッドセットを使用して）切り替え
るには、まずコールを保留にするか、またはコールを終了してから着信コールに応答しま

す。詳細については、Bluetoothワイヤレスヘッドセットのマニュアルを参照してください。

接続されているコール間の切り替え（1 つの回線）

手順

ステップ 1 切り替えるコールを強調表示します。

ステップ 2 [復帰]を押します。
アクティブコールがある場合、そのコールは保留になり、選択したコールが復帰します。

異なる複数の回線に接続されているコールの切り替え

手順

ステップ 1
を押して別の回線に変更します。

その回線上で 1つのコールが保留になっている場合は、そのコールが自動的に再開されます。

ステップ 2 別のコールも保留になっている場合は、目的のコールまでスクロールして強調表示し、[復帰]を
押します。
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接続中のコールから呼出中のコールに切り替えて応答（ハンドセット

を使用）

手順

ステップ 1 コールが現在の回線で呼出中の場合は、 を押します。

ステップ 2
コールが別の回線で呼出中の場合は、 を押して他の回線に切り替えてから を押しま

す。

アクティブコールは保留になります。

コール転送
転送機能は、接続中のコールをリダイレクトします。転送先は、コールを転送する先の番号です。

ヒント

•電話機でオンフック転送が利用できる場合、切断して転送を完了するか、または [オプショ
ン] > [転送]を選択して切断します。

•電話機でオンフック転送が利用できない場合、切断する前に [転送]を再度使用します。そう
しない場合、コールは転送される代わりに保留となります。

•保留中のコールをリダイレクトするのに [転送]は使用できません。転送前にコールを保留か
ら解除するには、[復帰]を選択します。

転送先の相手と話さずにコールを転送

手順

ステップ 1 アクティブコールで、[オプション] > [転送]を選択します。

ステップ 2 転送先の番号をダイヤルします。

ステップ 3 [オプション] > [転送]をもう一度選択して転送を完了するか、[終了]を押しててキャンセルしま
す。

電話機でオンフック転送がサポートされている場合は、電話を切って転送を完了するこ

ともできます。

（注）
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転送先の相手と話してからコールを転送（打診転送）

手順

ステップ 1 アクティブコールで、[オプション] > [転送]を選択します。

ステップ 2 転送先の番号をダイヤルします。

ステップ 3 転送先の相手が応答するのを待ちます

ステップ 4 [オプション] > [転送]をもう一度選択して転送を完了するか、[終了]を押しててキャンセルしま
す。

電話機でオンフック転送がサポートされている場合は、電話を切って転送を完了することもでき

ます。

2 つのコールを相互転送（直接転送）してから切断

手順

ステップ 1 同じ回線上のコールまでスクロールして強調表示します。

ステップ 2 [オプション] > [選択]を選択します。選択したコールの横に アイコンが表示されます。

ステップ 3 同じ回線の別のコールまでスクロールして強調表示します。

ステップ 4 チェックマークの付いたコールを強調表示されている回線に転送するには、[オプション] > [D転
送]を選択します。
この 2つのコールが互いに接続されて、操作しているユーザはコールから削除されます。

ステップ 5 この 2つのコールの発信者と接続していたい場合は、[参加]を選択します。

ボイスメールへのコールのリダイレクト

コールをボイスメールに自動的に転送できます。iDivertは、アクティブコール、呼出中のコール、
保留中のコールで使用できます。

手順

[オプション] > [即転送]を選択します。
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コール転送
次のコール転送機能を使用して、電話機から別の番号へ着信コールをリダイレクトできます。

無条件のコール転送（すべてのコールの転送）

着信するすべてのコールに適用されます。

制限付きのコール転送（無応答時転送、話中転送、カバレッジなし時転送）

状況に応じて、特定のコールに適用されます。

すべてのコールの転送は、電話機またはユーザオプションWebページからアクセスできます。制
限付きのコール転送機能は、ユーザオプションWebページからのみアクセスできます。

電話機にすべてのコールの転送が設定されている場合、両方のインジケータが表示されます。

•プライマリ回線の横の アイコン。

•ステータス回線内のコール転送先番号。

ヒント

•転送先番号は、自分の電話機からダイヤルする場合とまったく同じように入力します。たと
えば、必要に応じてアクセスコードや地域コードをダイヤルします。

•コールは従来のアナログ電話機または別の IP電話機に転送できますが、システム管理者が
コール転送機能の発信先番号を社内に制限している場合があります。

•コール転送は、電話回線ごとに設定します。コール転送が有効でない回線にコールがかかっ
てきた場合、通常どおりコールの呼出音が鳴ります。

•システム管理者がコール転送オーバーライド機能を有効にすると、転送コールを受信した人
が発信先にかけることができます。オーバーライド機能が有効の場合、転送先の電話機から

自分の電話機へのコールは転送されず、呼出音が鳴ります。

•入力した転送先の電話番号が転送ループを生じさせる、または転送チェーンで許可されてい
る最大リンク数を超えるような場合は、電話機側ですべてのコールの転送を直接設定しよう

としても拒否されることがあります。

プライマリ回線のすべてのコールの転送設定

手順

[オプション] > [不在]を選択し、転送先の電話番号を入力します。アイコンおよびすべてのコール
の転送先の番号がスクリーンに表示されます。
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プライマリ回線のすべてのコールの転送をキャンセル

手順

[オプション] > [不在]を選択します。アイコンおよびすべてのコールの転送の転送先番号がディス
プレイからクリアされます。

リモートでのコールの転送、電話機の非プライマリ回線のコールの転

送の設定またはキャンセル

プライマリ回線以外の回線でコールの転送が有効になっている場合、コールの転送中の確認メッ

セージは電話機に表示されません。このため、ユーザオプションWebページで設定を確認する必
要があります。

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 コールの転送オプションにアクセスします。

関連トピック

ユーザオプションWebページの使用, （138ページ）
Webでの回線の設定, （149ページ）

サイレント
サイレント（DND）機能を使用して、電話機の呼出音をオフにする、または着信コールの音また
はビジュアル通知をすべてオフにできます。電話機のサイレント設定はシステム管理者が行いま

す。

電話機でサイレントとコール転送の両方が有効な場合、コール転送時に発信者ではビジートーン

が聞こえません。

サイレントは、次の他のコール機能と一緒に使用できます。

•サイレントはインターコムコールに影響しません。

•サイレントはプライオリティコールをブロックしません。プライオリティコールは常に呼
出音が鳴ります。

•サイレントと自動応答の両方が有効な場合、インターコムコールのみ自動応答されます。
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サイレントのオン

手順

ステップ 1 サイレントをオンにするには、次のいずれか 1つのを実行します。

• [オプション] > [サイレント]を選択します。

•
を押し、[サイレント]ラジオボタンを選択してサイレントをオンにします（ ）。

電話機に「サイレントはアクティブです」と表示され、呼出音がオフになります。

ステップ 2 サイレントをオフにするには、次のいずれか 1つを実行します。

• [オプション] > [サイレント]を選択します。

•
を押し、[サイレント]ラジオボタンを選択してサイレントをオフにします（ ）。

サイレント（DND）設定のカスタマイズ
システム管理者により、サイレント設定が [ユーザオプション]ページに表示されるように設定さ
れている場合、次の手順に従って設定をカスタマイズできます。

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 ドロップダウンメニューから [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 3 次のオプションを設定できます。

•サイレント：サイレントを有効または無効に設定します。

•サイレントオプション：[コール拒否]（音と表示の通知をすべてオフ）または [呼出音オフ]
（呼出音のみをオフ）を選択します。

• DND着信呼警告（設定したどちらかのサイレントオプションに適用されます）：アラートを
ビープ音のみまたは点滅のみに設定するか、アラートを無効にします。または、[なし]を選
択して、システム管理者が設定したアラート設定を使用します。
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関連トピック

ユーザオプション, （135ページ）

会議コール
Cisco Unified IP Phoneでは、会議コールで複数の通話相手と同時に会話できます。

会議機能

ニーズや電話機で利用できる機能に応じて、さまざまな方法で会議を実行できます。

•会議：参加者それぞれに発信して標準的な（アドホック）会議を実行できます。[会議]ソフ
トキーを使用します。会議はほとんどの電話機で実行できます。

•参加：接続済みのコールを組み合わせて標準的な（アドホック）会議を実行できます。[参
加]ソフトキーを使用します。

• C割込：自分自身を共有回線上のコールに追加して標準的な（アドホック）会議を行えます。
[C割込]ソフトキーを使用します。[C割込]は、共有回線を使用する電話機でのみ利用でき
ます。

•ミートミー：会議番号をコールして会議への参加を実行できます。[ミートミー]ソフトキー
を使用します。

アドホック会議

アドホック会議では、各参加者にコールして会議コールに追加できます。会議コールを設定する

機能は、ほとんどの電話機についています。

詳細については、会議参加者リスト, （57ページ）を参照してください。

ヒント

•コールを会議に追加するには、コールが同じ回線上であることが必要です。コールが別の回
線の場合は、[会議]または [参加]を使用する前に、コール同じ回線に転送します。

•電話機の設定によっては、会議を開始した後で会議を離れると、会議が終了する場合があり
ます。すべての会議を続けるためには、会議を転送してから切断します。

会議の作成

システム管理者は、会議の開催者以外のユーザが、参加者の追加または削除を実行できるかどう

かを決定します。
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手順

ステップ 1 接続コールから、[オプション] > [会議]を選択します。

ステップ 2 参加者の電話番号を入力します。

ステップ 3 コールが接続されるまで待ちます。

ステップ 4 [オプション] > [会議]をもう一度選択して、参加者をコールに追加します。

ステップ 5 参加者を追加するには、この操作を繰り返します。

会議の参加の終了

手順

次のいずれかのオプションを選択します。

•

• [終了]

• [オプション] > [終了]

会議への参加

会議への参加では、2つまたはそれ以上の接続中のコールを組み合わせて会議を実行し、参加す
ることができます。

ヒント

• 1つの会議に複数の相手を参加させることが多い場合は、まず参加するコールを選択してか
ら、[オプション] > [参加]を押して操作を完了します。

•コールを参加させると、発信者 IDは「会議」に変わります。

• [参加]または [D転送]ソフトキーを使用して複数の会議コールを結合することができます。
この機能が利用可能かについては、システム管理者に確認してください。

関連トピック

会議参加者リスト, （57ページ）

単一回線の既存のコールを結合した会議の作成

同一回線にある複数のコールを接続する場合は、次の手順に従います。
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手順

ステップ 1
アクティブコールから を押して、会議に参加させる別のコールを強調表示し、[オプショ
ン] > [選択]を選択します。

選択したコールの横に アイコンが表示されます。

アクティブコールは自動的に選択されることに注意してください。

ステップ 2 追加するコールごとに、この手順を繰り返します。

ステップ 3 選択したコールから、[オプション] > [参加]を選択します。

複数の回線に接続しているコールを結合した会議の実行

手順

ステップ 1 アクティブコールで、[オプション] > [参加]を選択します。

ステップ 2
を押して、会議に含めるコールの回線を選択します。

次のいずれかのアクションが行われます。

•コールが結合される。

•参加するコールを選択するプロンプトが表示される。参加するコールを強調表示し、[オプ
ション] > [選択]を選択してから、[オプション] > [参加]を選択して、操作を完了します。

ステップ 3 お使いの電話機で複数の回線上のコールを結合できない場合は、コールを単一回線に転送してか

ら参加します。

会議の割込み

[C割込]を使用して共有回線上のコールに自分自身を追加することで、会議を作成できます。
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共有回線のコール割り込みによる会議の作成

手順

ステップ 1
を押して、共有回線のコールを選択します。

ステップ 2 [オプション] > [C割込]を選択します。

関連トピック

共有回線, （68ページ）
会議参加者リスト, （57ページ）

ミートミー会議

ミートミー会議では、会議番号をコールして会議に参加することができます。すべての参加者が

電話を切ると、会議は終了します。

ヒント

非セキュアな電話機からセキュアなミートミー会議番号へコールした場合、「認証されていない

デバイス」というメッセージが電話機に表示されます。

関連トピック

セキュアなコール, （72ページ）
会議参加者リスト, （57ページ）
会議コールのセキュリティの確認, （58ページ）

ミートミー会議の開始

参加者は、ミートミー会議に参加する前に会議にコールすると、話し中のトーンが聞こえます。

この場合、参加者はコールをかけ直す必要があります。

手順

ステップ 1 システム管理者からミートミー電話番号を取得します。

ステップ 2 番号を参加者に配布します。

ステップ 3 会議の開始準備が整ったら、[オプション] > [ミートミー]を選択します。

ステップ 4 ミートミー会議番号をダイヤルします。

ステップ 5 を押します。
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参加者がダイヤルして会議に参加できるようになります。

ミートミー会議への参加

手順

ステップ 1 ミートミー会議番号（会議開催者から取得）にダイヤルします。

ステップ 2 を押します。

ステップ 3 ビジー音が聞こえる場合は、会議開催者がまだ会議に参加していません。コールを切断してから、

もう一度かけ直す必要があります。

会議参加者リスト

会議中に参加者のリストの表示や参加者の削除ができます。参加者の削除ができるかどうかは、

システム管理者が決定します。

会議参加者のリストの表示、参加者の削除

手順

ステップ 1
を押して、アクティブな会議を選択します。

ステップ 2 [オプション] > [参加者]を選択します。
参加者は会議への参加順に一覧され、一番最近の参加者が一番上に示されます。

会議開催者は、名前の横にアスタリスク（*）が付けられます。

ステップ 3 参加者のリストを更新するには、[オプション] > [更新]を選択します。参加者の最新のリストが更
新されてスクリーンに表示されます。

ステップ 4 参加者を削除するには、参加者の名前を強調表示して、[オプション] > [削除]を選択します。
参加者を削除できるのは、会議開催者だけです。

ステップ 5 会議コールの最後の参加者を削除するには、[オプション] > [ドロップ]を選択します。
参加者を削除できるのは、会議コールの開催者だけです。
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会議コールのセキュリティの確認

手順

ステップ 1 電話機のスクリーンで [会議]の後ろに アイコンまたは アイコンがあることを確認します。

このアイコンは、会議がセキュリティで保護されていることを示します。

ステップ 2 参加者のコールが保護されているかどうかを確認するには、電話機のスクリーンで参加者の名前

の横に アイコンまたは アイコンがあることを確認します。

会議の参加の終了

手順

次のいずれかの操作を選択します。

•

• [終了]

• [オプション] > [終了]

コールが会議から切断されます。

インターコムコール
スピーカフォンモードでコールに自動応答し、ミュートが有効な発信先の電話機にインターコム

コールを発信できます。一方向のインターコムコールでは、相手にショートメッセージを送信で

きます。ハンドセットまたはヘッドセットが利用中の場合、相手は音で着信を確認します。相手

が実行中のコールアクティビティは同時に継続されます。

インターコム通知トーンを受信した相手は、次の操作を選択できます。

•マイクロフォンをミュートにして、インターコム回線を選択して発信者のメッセージを聞く
（発信者のメッセージを聞くことはできますが、自分の声は相手に聞こえません）。

• [終了]ソフトキーを押してインターコムコールを終了する。メッセージを聞きたくない場合
は、この操作を行います。

•インターコム回線を選択して、ハンドセット、ヘッドセット、またはスピーカを使用して発
信者と通話する。インターコムコールが双方向接続になることで、発信者と通話できます。
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インターコム機能を使用するときは、次の点に注意します。

•インターコム回線からは、その他のインターコム回線へのみダイヤルできます。

•一度に使用できるインターコム回線は 1回線のみです。

•アクティブなコールがモニタリングまたは記録されている場合、インターコムコールを受信
または発信できません。

•インターコムコールは保留できません。

ヒント

エクステンションモビリティプロファイルから電話機に毎日ログインする場合、システム管理者

は、エクステンションモビリティプロファイルにインターコム機能を設定する必要があります。

事前に設定した目的のインターコムへのインターコムコールの発信

手順

ステップ 1
を押します。

ステップ 2 （インターコム回線）を選択し、目的のインターコム番号にダイヤルします。

ステップ 3 インターコムのアラートトーンが聞こえたら、通話を開始します。

インターコム番号へのインターコムコールの発信

手順

ステップ 1
を押します。

ステップ 2 （インターコム回線）を選択し、目的のインターコム番号をダイヤルします。

ステップ 3 インターコムのアラートトーンが聞こえたら、通話を開始します。
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インターコムコールの受信

手順

ステップ 1 インターコムのアラートトーンが聞こえたら、次のいずれかの方法でコールを処理します。

•一方向のオーディオでメッセージを聞く。

•
を押して発信者に話しかけ、インターコム回線を選択する。

ステップ 2 [終了]を押してコールを終了します。

スピードダイヤル
スピードダイヤルでは、ホットキーを押すか、またはリストから選択することでコールを発信で

きます。設定に応じて、電話機は次のスピードダイヤル機能をサポートします。

•スピードダイヤルホットキー, （60ページ）

•回線表示のスピードダイヤル, （61ページ）

•短縮ダイヤル, （61ページ）

•ファストダイヤル, （61ページ）

•スピードダイヤルとファストダイヤル, （62ページ）

スピードダイヤルホットキー

スピードダイヤルホットキーでは、電話機にローカルに保存されている電話帳の連絡先番号に

すばやくダイヤルできます。電話機では、最大 99のスピードダイヤルホットキーを設定できま
す。

電話帳のメイン画面には、割り当てられている電話機の種類に応じて、次のスピードダイヤルア

イコンが表示されます。

勤務先電話

自宅電話

携帯電話

他の電話

   Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G/7925G-EX/7926G ユーザガイド
60

コール機能

インターコムコールの受信



電話帳の連絡先の詳細情報では、スピードダイヤルホットキーに割り当てられている番号の下

に、スピードダイヤルアイコン（ ）が表示されます。

関連トピック

スピードダイヤルとファストダイヤル, （62ページ）
社内電話帳, （86ページ）

スピードダイヤルコールの開始

手順

コールを開始するには、次のいずれかの操作を実行します。

•スピードダイヤルホットキーを押し続けます。

• [ディレクトリ] > [スピードダイヤル]で番号を選択します。

回線表示のスピードダイヤル

回線表示のスピードダイヤルを使うと、ローカルの電話帳に保存されていない番号へ素早くダイ

ヤルできます。回線表示のスピードダイヤル番号は、ユーザオプションWebページから設定し
ます。電話機には、（回線とスピードダイヤル番号の組み合わせで）6件まで番号を表示できま
す。

関連トピック

スピードダイヤルとファストダイヤル, （62ページ）
Webでのスピードダイヤル, （140ページ）

短縮ダイヤル

短縮ダイヤルを使用すると、短縮ダイヤルコードを使用して電話番号をダイヤルできます。短縮

ダイヤルはユーザオプションWebページから設定します。

関連トピック

スピードダイヤルとファストダイヤル, （62ページ）
Webでのスピードダイヤル, （140ページ）

ファストダイヤル

ファストダイヤルでは、ファストダイヤルリストから発信できます。最初にファストダイヤル

サービスに登録し、ユーザオプションWebページからファストダイヤルコードを設定する必要
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があります。また、Web上の個人アドレス帳にファストダイヤルコードを割り当てることができ
ます。

ファストダイヤル機能の設定は、システム管理者が行います。（注）

関連トピック

スピードダイヤルとファストダイヤル, （62ページ）
Webでのスピードダイヤル, （140ページ）
Webでのパーソナルディレクトリ, （141ページ）

スピードダイヤルとファストダイヤル

スピードダイヤルとファストダイヤルを使用する前に、電話帳からスピードダイヤル機能を設

定する必要があります。

関連トピック

社内電話帳, （86ページ）
ユーザオプション, （135ページ）

スピードダイヤルホットキーを使用した電話帳の連絡先へのコール

手順

ステップ 1 電話帳から、スピードダイヤルホットキーを設定します。

ステップ 2 次の操作のいずれかを実行します。

•スピードダイヤルのホットキーを約 2秒間押し続けます。

2桁の番号をダイヤルする場合、最初の数字を入力し、次に 2番目の数字を約 2秒
間押し続けます。

（注）

•

> [スピードダイヤル]を選択して、スピードダイヤルを強調表示し、 を押しま

す。
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スピードダイヤルを使用した連絡先以外の番号へのコール

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページからスピードダイヤルの番号を設定します。

ステップ 2
コールを発信するには、 を押します。

ステップ 3 ラベルが付いたスピードダイヤル番号までスクロールして を押します。

[回線表示]では、電話番号に続いて、 アイコンが付いたスピードダイヤル番号が表

示されます。6つの項目（回線とスピードダイヤルの組み合わせ）まで表示できます。

（注）

短縮ダイヤルでのコールの開始

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページで短縮ダイヤルコードを設定します。

ステップ 2 発信するには、短縮ダイヤルコードを入力します。

ステップ 3 [オプション] > [短縮]を押します。

ファストダイヤルでのコールの開始

手順

ステップ 1 ファストダイヤルサービスに登録し、ユーザオプションWebページでファストダイヤルコード
を設定します。ユーザオプション, （135ページ）を参照してください。

ステップ 2
コールを発信するには、電話機で > [ファストダイヤル]サービスを選択します（名前は異
なる場合があります）。

ステップ 3 リストまでスクロールして を押します。
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回線表示のスピードダイヤルコールの開始

手順

[回線表示]でスピードダイヤル（ ）を選択します。

コールピックアップ
コールピックアップでは、同僚の電話機で呼び出し中のコールを自分の電話機にリダイレクトす

ることによって、そのコールに応答できます。同僚とコール処理タスクを共有する場合、コール

ピックアップを使用することができます。

ヒント

•ピックアップ対象のコールが複数ある場合、電話機は最も古いコール（呼び出し中の状態が
最も長いコール）からピックアップします。

• [Gピック]を選択して回線番号を入力すると、電話機はその特定の回線上で呼び出し中のコー
ルをピックアップします。

•
回線が複数あり、非プライマリ回線のコールをピックアップしたい場合は、 （回線

表示）ボタンを押してから [オプション]を選択し、[コールピックアップ]ソフトキーを選択
します。

•電話機の設定によっては、ピックアップグループへのコールに関するオーディオまたはビ
ジュアルアラートを受信することがあります。

•電話機の BLFピックアップ機能を使用する場合は、回線の状態（BLF）, （71ページ）を参
照してください。

コールピックアップグループのコールのピックアップ

手順

ステップ 1 [オプション] > [ピック]を選択します。
電話機が自動ピックアップをサポートしている場合、コールに接続されます。

ステップ 2 電話機でコールが鳴ったら、[応答]を押してコールに接続します。
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コールピックアップグループ以外のコールのピックアップ

手順

ステップ 1 [オプション] > [Gピック]を選択します。

ステップ 2 グループピックアップ番号を入力します。

電話機が自動ピックアップをサポートしている場合、コールに接続されます。

ステップ 3 コールが鳴ったら、応答ボタンを押してコールに接続します。

グループまたは関連グループのコールのピックアップ

手順

ステップ 1 [オプション] > [他 Grp]を選択します。
電話機が自動ピックアップをサポートしている場合、コールに接続されます。

ステップ 2 コールが鳴ったら、応答ボタンを押してコールに接続します。

特定の内線（回線番号）で鳴っているコールへの応答

手順

ステップ 1 [オプション] > [Gピック]を選択します。

ステップ 2 ピックアップするコールがある回線の番号を入力します。たとえば、ピックアップするコールが

回線 12345で呼び出し中の場合は、12345を入力します。
電話機が自動ピックアップをサポートしている場合、コールに接続されます。

ステップ 3 コールが鳴ったら、応答ボタンを押してコールに接続します。
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コールパーク
この電話機は、コールをパークして保存することができます。これにより、Cisco Unified
Communications Managerシステム内の別の電話機から自分自身または別の誰かが（たとえば、同
僚のデスクまたは会議室の電話機などから）コールを取得することができます。コールをパーク

するには、次の方法があります。

コールパーク

[パーク]ソフトキーでコールを保存します。電話機にはコールを特定できるよう、コール
パーク番号が表示されます。コールを取得するには、この番号を記録して同じ番号を使用す

る必要があります。

ダイレクトコールパーク

[転送]ソフトキーを使用して、ダイヤル先またはスピードダイヤル先の利用可能なダイレ
クトコールパーク番号にコールを転送します。ダイレクトコールパーク番号からコールを

取得するには、パーク取得用プレフィックスをダイヤルするか、または同じダイレクトコー

ルパーク番号をスピードダイヤルします。スピードダイヤルはダイレクトコールパーク

番号として使用でき、ダイレクトコールパーク番号が使用中または利用可能かをモニタリ

ングできます。利用可能なダイレクトコールパーク番号については、システム管理者にお

問い合せください。

ヒント

パークされたコールを取得するまで制限時間があります。制限時間を超えると元の番号での呼び

出しが再開します。時間の長さについては、システム管理者にお問い合せください。

アクティブコールの保存および取得（コールパークを使用）

手順

ステップ 1 コール中に [オプション] > [パーク]を選択します。

ステップ 2 電話スクリーンに表示されたコールパーク番号を確認します。

ステップ 3 を押します。

ステップ 4 ネットワーク内の Cisco Unified IP Phoneからコールパーク番号を入力してコールに接続します。
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ダイレクトコールパーク番号でのアクティブコールの直接転送、保

存、取得

手順

ステップ 1 コール中に [転送]を押します。

ステップ 2 パーク未使用アイコン の付いているスピードダイヤル番号を選択して、スピードダイヤルで

ダイレクトコールパーク番号をダイヤルします。

パーク使用中アイコン の付いているスピードダイヤルは、そのダイレクトコールパーク番号

が使用できないことを示します。

BLFがスピードダイヤル番号用に設定されていない場合、ダイレクトコールパーク番
号が使用できるかどうかはアイコンに表示されません。

（注）

ステップ 3 [転送]をもう一度押して、コールの保存を終了します。

ステップ 4 ネットワーク内の任意の Cisco Unified IP Phoneで、パーク取得用プレフィックスを入力して、そ
のダイレクトコールパーク番号にダイヤルします。

ハントグループ
大量の着信コールを受ける組織の場合、ハントグループが役立ちます。ハントグループには、着

信コールの負荷を共有する一連のディレクトリ番号が含まれます。ハントグループ内の最初の電

話番号が使用中の場合は、次に使用可能な番号がグループ内で検索され、その電話機にコールが

転送されます。電話機から離れるときは、ハントグループからログアウトすることで、ハントグ

ループコールによる呼出音を防ぐことができます。電話機に戻ったら、ハントグループにログイ

ンする必要があります。

ヒント

ハントグループからログアウトしても、ハントグループ以外のコールは引き続き着信します。

ハントグループのログインとログアウト

手順

ステップ 1 ログインするには、[オプション] > [ハント]を選択します。

ステップ 2 ログアウトするには、もう一度 [オプション] > [ハント]を選択します。
電話機の画面に「ハントグループからログアウト」というメッセージが表示されます。
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共有回線
次の場合、システム管理者から共有回線を使用するよう言われる可能性があります。

•電話機が複数台あり、電話番号は 1つにする

•同僚とコール処理タスクを共有している

•マネージャーの代理でコールを処理している

電話機は、共有回線上で最大 24コールをサポートできます。（注）

リモートで使用中のメッセージ

使用中の回線を共有する別の電話機にコール接続があり、プライバシーが無効になっている場合、

「リモートで使用中」メッセージと アイコンが電話機に表示されます。「リモートで使用中」

メッセージまたは アイコンが表示されているときも、通常どおりに共有回線上でコールの発信

および着信ができます。

コール情報および割り込み

回線を共有する電話機は、それぞれ共有回線上で発信および着信されるコールの情報を表示しま

す。この情報には、発信者 IDと通話時間が含まれる場合があります。

このような形式でコール情報を確認できる場合、回線を共有する同士で [割り込み]または [C割
込]のいずれかを使って自分自身をコールに追加できます。

割り込み

内蔵ブリッジ機能を搭載する IP Phoneで共有回線のコールに参加できます。

C割込

どの IP Phoneでも共有回線のコールに参加でき、コールを会議に変換できます。

関連トピック

プライバシー, （69ページ）
割込みおよび共有回線コール, （69ページ）
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プライバシー

Cisco UnifiedWireless IP Phoneは、初期設定でプライバシーが有効になっています。プライバシー
が有効の場合、回線を共有する他のユーザからは自分のコール情報が見えなくなります。回線を

共有するユーザに情報を見せたい場合は、電話機に設定されたプライバシー機能を無効にする必

要があります。プライバシーおよび共有回線コール, （70ページ）を参照してください。

割込みおよび共有回線コール

割込み機能（C割込または割込み）を使用して、共有回線上のコールに自分自身を追加すること
ができます。ただし、プライベート以外のコールでなければなりません。

電話機の設定に応じて、[割込み]または [C割込]のどちらかを使用して、共有回線上のプライベー
ト以外のコールに自分自身を追加することができます。

• [C割込]ではコールが通常の会議に変換されるため、新しい参加者を追加することができま
す。

• [割込み]は自分自身をコールに追加できますが、コールは会議に変換されないため、新しい
参加者は追加できません。

ヒント

•コールに割り込むと、割り込んだことを知らせる通知音が他の通話相手に流れます。C割込
では、他の通話相手の音声が一瞬中断されて、電話機のスクリーンに会議の詳細が表示され

ます。

•共有回線を使用している電話機でプライバシー機能が有効になっている場合、コールの情報
と割込みのソフトキーは、その回線を共有している他の電話機に表示されません。

• [割込み]を使用して参加したコールが保留、転送、または会議コールに切り替えられた場合、
そのコールの接続は切断されます。

関連トピック

共有回線, （68ページ）
会議コール, （53ページ）

共有回線ステータスの表示

手順

アイコンと [リモートで使用中]メッセージを確認します。
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共有回線のコールへの参加

手順

ステップ 1 リモートで使用中のコールを強調表示します。状況により、[回線表示]を使用する必要がありま
す。

ステップ 2 [オプション] > [割込み]または [C割込]を選択します。
詳細については、会議参加者リスト, （57ページ）を参照してください。

割込みコールの終了

手順

[終了]または を選択します。

[割込み]を使用した後で切断すると、他の参加者に切断トーンが聞こえますが、元のコールは続
行します。

[C割込]を使用した後で切断すると、コールは会議コールに残ります（少なくとも 3人の参加者
が回線に接続している場合）。

プライバシーおよび共有回線コール

電話回線を共有する場合は、プライバシー機能を使用することで、回線を共有する他の人が自分

のコールを表示または割り込みしないよう防止することができます。

ヒント

•回線を共有している電話機でプライバシー機能が有効になっていても、共有回線を通常どお
り使用して、コールを発信および受信できます。

•プライバシー機能は、使用している電話機のすべての共有回線に適用されます。そのため、
複数の共有回線を利用し、プライバシーが有効になっている場合、他のユーザは共有回線上

のコールを表示または割り込みすることはできません。
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他のユーザによる共有回線のコールの表示または割込みの防止

手順

ステップ 1 [オプション] > [非通知]を選択します。

ステップ 2 プライバシー機能がオンであることは、電話番号の横の （プライバシー機能が有効アイコン）

で確認できます。

他のユーザによる共有回線のコールの表示または割り込みの許可

手順

ステップ 1 [オプション] > [非通知]を選択します。

ステップ 2 プライバシー機能がオフであることは、電話番号の横の （非通知無効アイコン）で確認できま

す。

回線の状態（BLF）
ビジーランプフィールド（BLF）では、スピードダイヤル、通話履歴、または電話機のディレク
トリリストと関連した電話回線の状態を確認できます。BLFピックアップを使用すると、モニタ
リングしている回線で着信コールに応答することができます。電話機に設定するBLF機能は、シ
ステム管理者が決定します。

ヒント

•モニタリングしている回線で着信コールがある場合、電話機で音声インジケータを再生し、
通知することができます（BLFピックアップのみ）。

• BLFピックアップは、呼び出し時間が一番長いコールから応答します（モニタリングしてい
る回線で 1つ以上の着信コールがある場合）。

回線状態のアイコン

回線状態のアイコンは、通話履歴、ディレクトリ、およびスピードダイヤル回線に表示されま

す。次の表では、回線番号の横に表示される回線状態インジケータについて説明します。
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説明アイコン

回線は使用中です。

回線はアイドル状態です。

回線はサイレント状態です。

回線は呼び出し中です

この回線では、回線ステータスインジケータを使用できませ

ん。

BLF ピックアップを使用した同僚の電話機のコールへの応答

手順

ステップ 1 呼び出し中の回線を強調表示して、 （選択ボタン）を押します。

コールは、お使いの電話機に転送されます。電話機が自動ピックアップをサポートしている場合、

コールに自動的に接続されます。

ステップ 2 お使いの電話機でコールの呼出音が鳴ったら、コールに応答します。

監視対象回線で呼出音が鳴っていないときに [オプション] > [ピック]または [Gピック]
を選択すると、電話機がスピードダイヤルを使用して、その回線番号にダイヤルしま

す。

（注）

セキュアなコール
システム管理者による電話システムの設定によっては、電話機からセキュアなコールを発信およ

び着信することができます。

この電話機では、次のコールのタイプをサポートできます。

認証済みコール

コールに参加するすべての電話機の IDは確認されています。

暗号化済みコール

電話機はシスコ IPネットワーク内で暗号化された音声（通話）を受信および転送します。
暗号化済みコールは、認証済みでもあります。
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保護済みコール

電話機は別の電話機と暗号化された音声（通話）を受信および転送します。保護済みコール

では、暗号化済みコールと同等のセキュリティを提供し、さらにセキュリティ機能が追加さ

れています。両側でコールが保護されている場合、通話の冒頭でセキュリティトーンが流

れます。会議コール、共有回線、エクステンションモビリティ、回線上の参加など、いく

つかの機能は保護済みコールが設定されている場合に利用できません。保護済みコールは、

認証済みではありません。

非セキュアなコール

少なくとも1台の参加中の電話機または接続が、これらセキュリティ機能をサポートしてい
ないか、または電話機が確認できません。

電話機のセキュリティ機能の動作には、相互作用、制限、限界があります。詳細については、

システム管理者にお問い合わせください。

（注）

社内でセキュアなコールができるかどうかは、システム管理者にお問い合せください。

セキュリティアイコン

次の表では、セキュリティアイコンについて説明します。これらのアイコンは、コールアクティ

ビティ領域の右上、通話時間を示すタイマーの横に表示されます。

説明アイコン

認証済みコールまたは会議

暗号化済みコールまたは会議

非セキュアなコールアイコンなし

電話機でコールの暗号化が設定されている場合、ロックアイコンが表示されます。ただし、会話

が保護されるのは、コールの最初にセキュリティトーンが再生された場合に限られます。この

トーンは、コールの両側でコールが保護されていることを表します。コールが保護されていない

電話機に接続されると、セキュアトーンは再生されません。

不審なコールのトレース
不審なコールまたは迷惑なコールを受信する場合、電話機に迷惑呼（MCID）を追加するようシス
テム管理者に問い合わせてください。この機能は、アクティブなコールで不審なものを特定し、

一連の自動化されたトラッキングおよび通知メッセージの表示を開始します。
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不審なコールや嫌がらせのコールをシステム管理者に通知

手順

嫌がらせのコールの疑いがある場合は、[オプション] > [迷惑呼]を選択します。
電話機からトーンが聞こえ、「迷惑呼 IDの処理完了」というメッセージが表示されます。システ
ム管理者が、このコールに関する情報を受け取ります。

プライオリティ（優先）コール
軍隊や行政機関のオフィスなどの特別な環境では、緊急のコールや重要なコールの発信および受

信が必要になることがあります。このような特別なコールの処理が必要な場合は、システム管理

者が電話機にMultilevel Precedence and Preemption（MLPP）を追加することができます。

次の用語を覚えておいてください。

• Precedenceとは、コールに関連付けられた優先度を示します。

• Preemptionとは、優先度の低い既存のコールを終了させて、電話機に送信された優先度の高
いコールを受け付ける処理です。

次の表では、プライオリティコールに表示されるアイコンについて説明します。優先度の順番

（高から低へ）に従ってリストに表示されます。

説明アイコン

通常（標準）のコールアイコンなし

プライオリティ（優先）コール

中程度の優先度の（即時）コール

高い優先度の（フラッシュ）コール

最も高い優先度の（フラッシュオーバーライドまたはエクゼクティブオーバー

ライド）コール

プライオリティコールのためにMLPPコードを取得するには、システム管理者にお問い合わせく
ださい。プライオリティコールを発信するには、これらのコードが必要です。

通常より速い特殊な呼出音、または特殊なコール待機音が聞こえる場合は、そのコールはプライ

オリティ（優先）コールです。電話スクリーンに表示されるMLPPアイコンは、コールの優先度
レベルを示します。

   Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G/7925G-EX/7926G ユーザガイド
74

コール機能

不審なコールや嫌がらせのコールをシステム管理者に通知



アクティブなコールの最中に継続的にトーンが聞こえる場合は、現在のコールよりも優先する必

要があるコールが着信しています。優先度の高いコールを受信するために、ただちに電話を切っ

てください。

ヒント

• MLPPを使用したコールを発信または受信した場合は、通常のトーンとは異なる、特殊な呼
出音およびコール待機音が聞こえます。

•無効なMLPPアクセス番号を入力すると、音声案内によってエラーが警告されます。

•次の場合には、MLPPを使用したコールの優先度と優先ステータスがそのまま維持されます。

◦コールの保留

◦コールの転送

◦ 3者会議へのコールの追加

◦ピックアップを使用したコールの応答

•サイレント機能が設定されている場合でも、MLPPが優先されます。

プライオリティ（優先）コールの開始

手順

MLPPアクセス番号（システム管理者が提供）を入力し、続けて電話番号を入力します。

優先度の高いプライオリティコールへの応答

手順

通常の方法でコールに応答します。必要な場合は、アクティブなコールを先に終了します。
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第 4 章

通話履歴とディレクトリ

このセクションでは、[ディレクトリ]メニューの通話履歴とディレクトリの使い方を説明しま
す。

• 通話履歴, 77 ページ

• ディレクトリ, 80 ページ

• 社内電話帳, 86 ページ

通話履歴
電話機は、不在履歴、発信、着信履歴の記録（ログ）を維持します。

ヒント

•電話機で国際通話履歴が設定されている場合は、通話履歴、リダイヤル、コールディレクト
リのエントリにプラス（+）記号が付いています。詳細については、システム管理者にお問
い合わせください。

•マルチパーティコールのコールレコードすべてを表示するには（たとえば、自分宛てに転
送されたコールなど）、コールレコードを強調表示して [詳細]を選択します。詳細レコード
には、マルチパーティの不在履歴または着信履歴のエントリがそれぞれ表示されます。エン

トリは、新しい順にリストされます。

◦最初に記録されるエントリは、電話機に着信したマルチパーティコールのうち、最後に
完了したコールの名前と番号です。

◦ 2つめに記録されるエントリは、電話機に着信したマルチパーティコールのうち、最初
に完了したコールの名前と番号です。

•ログのそれぞれのエントリには、現在の回線ステータスが表示されます。
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関連トピック

回線の状態（BLF）, （71ページ）

通話履歴の表示

手順

ステップ 1

を押します。

ステップ 2 [不在履歴]、[着信履歴]、または [発信履歴]を選択します。
各通話履歴は最大 100件まで保存されます。

通話履歴からのダイヤル

手順

ステップ 1

を押します。

ステップ 2 [不在履歴]、[着信履歴]、または [発信履歴]を選択します。

ステップ 3 電話番号までスクロールします。

ステップ 4 表示される番号を編集（プレフィックスを追加または削除）するには、 [オプション] > [編集]を
押してから、 または を押して、カーソルの位置を変更します。

ステップ 5 キーパッドを使用して数字を入力するか、<<を押して数字を削除します。

ステップ 6 [ダイヤル]または を押します。
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1 つのコールレコードの詳細を表示

手順

ステップ 1

を押します。

ステップ 2 [不在履歴]、[着信履歴]、または [発信履歴]を選択します。

ステップ 3 コールレコードを強調表示します。

ステップ 4 [詳細]を押して、（発信通話と着信通話の）着信番号、発信番号、時刻、通話時間などの情報を
表示します。

1 つのコールレコードの削除

手順

ステップ 1

を押します。

ステップ 2 [不在履歴]、[着信履歴]、または [発信履歴]を選択します。

ステップ 3 コールレコードまでスクロールします。

ステップ 4 [オプション] > [削除]を選択するか、[オプション] > [終了]を選択します。

1 つのログ内のすべてのコールレコードの削除

手順

ステップ 1

を押します。

ステップ 2 [不在履歴]、[着信履歴]、または [発信履歴]を選択します。

ステップ 3 [オプション] > [削除]を選択するか、[オプション] > [終了]を選択します。
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すべての通話履歴内のすべてのコールレコードの削除

手順

ステップ 1

を押して、通話履歴を表示します。

ステップ 2 [クリア]を押して通話履歴を削除するか、[オプション] > [終了]を選択します。

ディレクトリ
設定によっては、電話機から社内ディレクトリやパーソナルディレクトリにアクセスできます。

社内ディレクトリ

電話機からアクセスできる社内の連絡先が含まれています。社内ディレクトリの設定および

保守は、システム管理者が行います。

パーソナルディレクトリ

使用可能な場合、電話機とユーザオプションWebページから設定、アクセスできるパーソ
ナルディレクトリおよび関連するスピードダイヤルコードが含まれます。パーソナルディ

レクトリは、個人アドレス帳（PAB）とファストダイヤルで構成されます。

• PABは、個人の連絡先のディレクトリです。

•ファストダイヤルでは、すぐにダイヤルできるよう PABエントリにコードを割り当て
ることができます。

社内ディレクトリ

社内ディレクトリを使用して同僚にコールを発信できます。

ヒント

•キーパッドの番号を使用して電話スクリーンに文字を入力できます。

•電話機のナビゲーションボタンで入力フィールド間を移動できます。

•社内ディレクトリレコードをローカルの電話帳にコピーできます。

•ディレクトリのそれぞれのエントリには、現在のステータスが表示されます。
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関連トピック

テキストの入力, （26ページ）
社内電話帳, （86ページ）
回線の状態（BLF）, （71ページ）

社内ディレクトリからのダイヤル（コール中でないとき）

手順

ステップ 1

> [ディレクトリサービス] > [社内ディレクトリ]を選択します（名前は異なる場合があり
ます）。

ステップ 2 キーパッドを使用して、名前などの検索条件を入力します。

ステップ 3 または [検索] を押します。

ステップ 4 リストまでスクロールします。

ステップ 5 表示される番号を編集する（プレフィックスを追加または削除する）には、次の手順を実行しま

す。

a) [オプション] > [編集]を選択してから、 または を押して、カーソルの位置を変更します。

b) キーパッドを使用して数字を入力するか、<<を押して数字を削除します。

ステップ 6 [ダイヤル]または を押します。

パーソナルディレクトリ

パーソナルディレクトリには、個人アドレス帳（PAB）とファストダイヤルが含まれます。

Cisco Unified Communications Manager リリース 4.3 以降によるパーソナルディレクト
リの設定

Cisco Unified Communications Managerリリース 4.3以降のシステムに接続している場合のパーソナ
ルディレクトリの設定および使用方法については、次の URLで Webでの Cisco IP Phoneのカス
タマイズ方法を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/products_user_guide_list.html
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Cisco Unified Communications Manager リリース 5.0 以降によるパーソナルディレクト
リの設定

このセクションでは、電話機が Cisco Unified Communications Managerリリース 5.0以降に接続し
ている場合のパーソナルディレクトリの設定および使用方法について説明します。また、Webで
のパーソナルディレクトリ, （141ページ）も参照してください。

ヒント

•パーソナルディレクトリにログインするためのユーザ IDと PINは、システム管理者が提供
します。

•パーソナルディレクトリでは、一定時間が経過したユーザを自動でログアウトさせます。こ
の時間制限は、設定によって異なります。詳細については、システム管理者にお問い合わせ

ください。

•キーパッドの番号を使用して電話スクリーンに文字を入力できます。電話機のナビゲーショ
ンボタンで入力フィールド間を移動できます。

•電話機で国際通話履歴が設定されている場合は、通話履歴、リダイヤル、コールディレクト
リのエントリにプラス（+）記号が付いています。詳細については、システム管理者にお問
い合わせください。

パーソナルディレクトリ（PAB およびファストダイヤルコード用）へのアクセス

手順

ステップ 1

> [ディレクトリサービス] > [個人アドレス帳（PAB）サービス]を選択します（正確な名
前は異なる場合があります）。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerのユーザ IDと PINを入力して、[オプション] > [送信]を押
します。

PAB エントリの検索

手順

ステップ 1 [個人アドレス帳]にアクセスします。

ステップ 2 検索条件を入力して、[オプション] > [送信]を選択します。
PABエントリの完全なリストを取得するには、検索条件を入力せずに [オプション] >
[送信]を選択します。

（注）
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ステップ 3 [オプション] > [前へ]または [オプション] > [次へ]を選択して、リスト内を移動できます。

ステップ 4 目的の PABリストまでスクロールして、[選択]または を押します。

PAB エントリからのダイヤル

手順

ステップ 1 PABエントリを検索します。

ステップ 2 リストまでスクロールして、[選択]または を押します。

ステップ 3 [ダイヤル]を押します。

ステップ 4 ダイヤルする番号までスクロールして、[OK]を押します。

ステップ 5 [OK]をもう一度押して、その番号にダイヤルします。

PAB エントリの削除

手順

ステップ 1 PABエントリを検索します。

ステップ 2 リストまでスクロールして、[選択]または を押します。

ステップ 3 [オプション] > [削除]を選択します。

ステップ 4 [OK]を押して削除を確認するか、[キャンセル]を押します。

PAB エントリの編集

手順

ステップ 1 PABエントリを検索します。

ステップ 2 リストまでスクロールして、[選択]または を押します。

ステップ 3 [オプション] > [編集]を選択して、名前またはメールアドレスを変更します。

ステップ 4 必要に応じて、[オプション] > [電話]を選択して、電話番号を変更します。

ステップ 5 [更新]を押します。
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新規 PAB エントリの追加

手順

ステップ 1 [個人アドレス帳]にアクセスします。

ステップ 2 検索ページにアクセスして、[オプション] > [送信]を選択します。最初に検索情報を入力する必要
はありません。

ステップ 3 [オプション] > [新規]を選択します。

ステップ 4 キーパッドを使用して、名前またはニックネームを入力します。

ステップ 5 [電話]を押して、キーパッドで電話番号を入力します。9や 1など、必要なアクセスコードを必
ず含めてください。

ステップ 6 [送信]を押して、エントリをデータベースに追加します。

PAB エントリへのファストダイヤルコードの割り当て

手順

ステップ 1 PABエントリを検索します。

ステップ 2 リストまでスクロールして、[選択]または を押します。

ステップ 3 [オプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 4 番号に割り当てるファストダイヤルコードまでスクロールして、[選択]または を押します。
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新しいファストダイヤルコードの追加（PAB エントリを使用しない）

手順

ステップ 1

> [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 2 [個人ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 3 割り当てられていないファストダイヤルコードまでスクロールして、[選択]または を押しま

す。

ステップ 4 [割り当て]を押します。

ステップ 5 電話番号を入力します。

ステップ 6 [更新]を押します。

ファストダイヤルコードの検索

手順

ステップ 1

> [個人ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 2 [オプション] > [前へ]または [オプション] > [次へ]を選択して、リスト内を移動できます。

ステップ 3 目的のリストまでスクロールして、[選択]または を押します。

ファストダイヤルコードでのコールの発信

手順

ステップ 1 ファストダイヤルコードを検索します。

ステップ 2 目的のリストまでスクロールして、[選択]または を押します。

ステップ 3 [ダイヤル]を押します。

ステップ 4 [OK]を選択して操作を完了します。
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ファストダイヤルコードの削除

手順

ステップ 1 ファストダイヤルコードを検索します。

ステップ 2 目的のリストまでスクロールして、[選択]または を押します。

ステップ 3 [オプション] > [削除]を選択します。

パーソナルディレクトリからのログアウト

手順

ステップ 1

> [個人アドレス帳]を選択します（名前は異なる場合があります）。

ステップ 2 [ログアウト]を選択します。

社内電話帳
電話機の電話帳には、連絡先情報（勤務先電話番号や携帯電話番号、会社名など）を 100件まで
保存できます。

左のソフトキーをカスタマイズして、電話帳を開くようにすることができます。この方法でカ

スタマイズすると、左のソフトキーは [電話帳]として表示されます。詳細については、カスタ
ムの電話スクリーン, （105ページ）を参照してください。

（注）

Microsoft Outlookや Cisco Unified Wireless IP Phone 7920などにある連絡先が XMLまたは CSV
形式のファイルで保存されている場合、システム管理者は100件までの連絡先を電話帳にイン
ポートすることができます。詳細については、システム管理者までお問い合せください。

（注）

ヒント

•
連絡先番号にスピードダイヤルを割り当てると、 スピードダイヤルアイコンと番号が連

絡先詳細の電話番号の下に表示されます。
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•電話帳には 100件まで連絡先を保存できますが、スピードダイヤルに割り当てられるのは
99件のみです。これは、スピードダイヤル1がボイスメール用に予約されているからです。

•連絡先情報が別の場所（たとえば、Microsoft Outlookや Cisco Unified Wireless IP Phone 7920
など）に保存されている場合は、ファイルを電話帳にインポートできるかどうか、システム

管理者にお問い合せください。

電話帳への連絡先の追加

手順

ステップ 1

> [電話帳]を選択するか、[電話帳]（使用可能な場合）を押します。

ステップ 2 次の操作のいずれかを実行します。

• [新規]を押します（電話帳が空の場合）。

• [オプション] > [新規]を選択します（電話帳が空ではない場合）。

ステップ 3 [新規連絡先]画面で、連絡先の情報を入力します。

ステップ 4 入力が終了したら [オプション]を押します。次に [保存]を選択して情報を保存するか、[キャンセ
ル]を押します。

連絡先のプライマリ番号の割り当て

手順

ステップ 1

> [電話帳]を選択するか、[電話帳]（使用可能な場合）を押します。

ステップ 2 連絡先の名前を強調表示して、[オプション] > [詳細]を選択します。

ステップ 3 番号を選択します。

• 勤務先電話

• 自宅電話

• 携帯電話

• 他の電話

ステップ 4 [オプション] > [プライマリ]を選択します。
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（チェックマーク）がこの番号の横に表示されます。

連絡先のデフォルトのプライマリ番号は、勤務先の電話です。プライマリ番号として、

任意の番号を割り当てることができます。

（注）

ステップ 5 入力が終了したら [オプション]を押します。次に [保存]を選択して情報を保存するか、[キャンセ
ル]を押します。

連絡先の名前または会社情報の変更

手順

ステップ 1

> [電話帳]を選択するか、[電話帳]（使用可能な場合）を押します。

ステップ 2 連絡先名を強調表示し、 を押して詳細を表示します。

また [オプション] > [詳細]を選択できます。

ステップ 3 情報フィールドを選択して [変更]を押します。

ステップ 4 変更内容を入力します。入力が終了したら [オプション]を押します。次に [保存]を選択して情報
を保存するか、[キャンセル]を押します。

連絡先の電話番号の変更

手順

ステップ 1

> [電話帳]を選択するか、[電話帳]（使用可能な場合）を押します。

ステップ 2 連絡先名を強調表示し、 を押して詳細を表示します。

また [オプション] > [詳細]を選択できます。

ステップ 3 番号を選択します。

• 勤務先電話

• 自宅電話

• 携帯電話

• 他の電話
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ステップ 4 [オプション] > [変更]を選択します。

ステップ 5 変更内容を入力します。

ステップ 6 入力が終了したら [オプション]を押します。次に [保存]を選択して情報を保存するか、[キャンセ
ル]を押します。

電話帳の連絡先の検索

手順

ステップ 1

> [電話帳]を選択するか、[電話帳]（使用可能な場合）を押します。

ステップ 2 [オプション] > [モード]を選択して、検索テキストを入力します。名、姓、ニックネーム、会社名
を検索できます。

検索テキストは、目的の文字または数字が表示されるまでキーを1度以上押すか、1つ以上のキー
を押して一致候補を自動的に表示させる（入力予測）方法で入力できます。

ステップ 3 検索テキストの入力方法を変更するには、[オプション] > [モード]をもう一度押します。

電話帳からの連絡先の削除

手順

ステップ 1

> [電話帳]を選択するか、[電話帳]（使用可能な場合）を押します。

ステップ 2 連絡先の名前を強調表示して、[オプション] > [削除]を選択します。
連絡先が削除され、この連絡先番号のスピードダイヤルの割り当てが解除されます。
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連絡先のプライマリ電話番号をダイヤル

手順

ステップ 1

> [電話帳]を選択するか、[電話帳]（使用可能な場合）を押します。

ステップ 2 連絡先の名前を強調表示します。この連絡先のプライマリ電話番号が左下に表示されます。この

番号にダイヤルするには、 を押すか、[オプション] > [ダイヤル]を押します。
連絡先のデフォルトのプライマリ番号は、勤務先の電話です。この連絡先のプライマリ番号を任

意の番号に変更できます。

連絡先の電話番号をダイヤル

手順

ステップ 1

> [電話帳]を選択するか、[電話帳]（使用可能な場合）を押します。

ステップ 2 連絡先の名前を強調表示してから、次の操作を実行します。

•ダイヤルする電話番号のアイコンが表示されるまで、左または右にスクロールします。

◦ 勤務先電話

◦ 自宅電話

◦ 携帯電話

◦ 他の電話

• [オプション] > [詳細]を選択し、電話番号を強調表示して、 を押すか、または [オプショ
ン] > [ダイヤル]を押します。
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電話帳での全エントリのクリア

手順

ステップ 1

> [電話帳]を選択するか、[電話帳]（使用可能な場合）を押します。

ステップ 2 [オプション]を押して、[すべて削除]を選択します。

通話履歴から電話帳の新しい連絡先に電話番号をコピー

手順

ステップ 1

を選択します。

ステップ 2 次の項目のいずれかを選択します。

•不在履歴

•着信履歴

•発信履歴

ステップ 3 電話番号までスクロールして、[オプション] > [保存] > [新規連絡先]を選択します。[連絡先の保
存]画面が表示されます。

ステップ 4 名、姓、ニックネーム、会社の情報を入力します。

ステップ 5 完了したら、[オプション] > [保存]を選択して、番号を保存する電話機の種類を選択します。

通話履歴から電話帳の既存の連絡先に電話番号をコピー

手順

ステップ 1

を選択します。

ステップ 2 次の項目のいずれかを選択します。
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•不在履歴

•着信履歴

•発信履歴

ステップ 3 電話番号までスクロールして、[オプション] > [保存] > [既存連絡先への保存]を選択します。

ステップ 4 電話帳の連絡先リストで、特定の名前を強調表示します。

ステップ 5 番号を保存する電話機の種類を選択します。

ディレクトリから電話帳の新しい連絡先に電話番号をコピー

手順

ステップ 1

> [社内ディレクトリ]を選択します（名前は異なる場合があります）。

ステップ 2 キーパッドを使用して、名前などの検索条件を入力し、[検索]を押します。

ステップ 3 リストが表示されたら、[オプション] > [保存] > [新規連絡先]を選択します。[連絡先の保存]画面
が表示されます。

ステップ 4 名、姓、ニックネーム、会社の情報を入力します。

ステップ 5 完了したら、[オプション] > [保存]を選択して、番号を保存する電話機の種類を選択します。

ディレクトリから電話帳の既存の連絡先に電話番号をコピー

手順

ステップ 1

> [社内ディレクトリ]を選択します（名前は異なる場合があります）。

ステップ 2 キーパッドを使用して、名前などの検索条件を入力し、[検索]を押します。

ステップ 3 リストが表示されたら、[オプション] > [保存] > [既存連絡先への保存]を選択します。

ステップ 4 電話帳の連絡先リストで、特定の名前を強調表示します。

ステップ 5 番号を保存する電話機の種類を選択します。
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電話帳にある連絡先番号へのスピードダイヤルの割り当て（[スピー
ドダイヤル] 画面から）

スピードダイヤル 1は常にボイスメールに割り当てられます。このスピードダイヤルの削除また
は再割り当ては実行できません。

手順

ステップ 1

> [スピードダイヤル]を選択します。

ステップ 2 まだ割り当てられていないスピードダイヤルを強調表示して、[割り当て]を押します。電話帳の
連絡先リストが表示されます。

ステップ 3 名前を強調表示します。プライマリ番号を選択するか、左右にスクロールして別の番号を選択し

てから、[選択]を押します。選択された番号は、スピードダイヤルに割り当てられます。
詳細については、高度なコールオプション, （35ページ）を参照してください。

電話帳にある連絡先番号へのスピードダイヤルの割り当て（メイン画

面から）

手順

ステップ 1 まだ割り当てがないスピードダイヤル番号を約 2秒間押し続けて、[はい]を押します。電話帳の
メイン画面が表示されます。

ステップ 2 連絡先を強調表示して [選択]を押し、スピードダイヤルをプライマリ番号に割り当てます。
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スピードダイヤルの割り当て解除

手順

ステップ 1

> [スピードダイヤル]を選択します。

ステップ 2 割り当て済みのスピードダイヤルを強調表示して [削除]を押します。

ステップ 3 [はい]を押して確認するか、[いいえ]を押してキャンセルします。
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第 5 章

ボイスメッセージ

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G、7925G-EX、および 7926Gを使用してボイスメールサービ
スにアクセスできます。

電話システムで使用するボイスメールサービスは、会社で決定するものです。より正確かつ

詳細な情報については、ボイスメールサービスに付属するマニュアルを参照してください。

（注）

ボイスメッセージがある場合、次のように通知されます。

•赤い光の点滅

•「ボイスメールを受信しました」というメッセージ

•
メッセージ受信 アイコンが回線表示のディレクトリ番号の横で点滅します。

この章の構成は、次のとおりです。

• ボイスメールサービスの設定および個人設定, 95 ページ

• ボイスメールの受信またはボイスメールのシステムメニューへのアクセス, 96 ページ

• ボイスメールシステムへのコールの送信, 96 ページ

ボイスメールサービスの設定および個人設定

手順

ステップ 1 [メッセージ]を押すか、 を押し続けます。

ステップ 2 声の指示に従います。
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メイン画面の左のソフトキーを電話帳（[電話帳]）にアクセスするように変更した場合、[メッセー
ジ]ソフトキーは使用できません。詳細については、カスタムの電話スクリーン, （105ページ）
を参照してください。

ボイスメールの受信またはボイスメールのシステムメ

ニューへのアクセス

手順

ステップ 1 [メッセージ]を押すか、 を押し続けます。

ステップ 2 ボイスメールのパスワードを入力します。

ステップ 3 指示に従ってメッセージを聞きます。

メイン画面の左のソフトキーを電話帳（[電話帳]）にアクセスするように変更した場合、[メッセー
ジ]ソフトキーは使用できません。詳細については、カスタムの電話スクリーン, （105ページ）
を参照してください。

ボイスメールシステムへのコールの送信
即転送機能は、コール（呼出中および保留中のコールも含む）をボイスメールシステムに自動転

送します。発信者にはボイスメールのメッセージが流れ、メッセージを残すことができます

手順

[即転送]を押します。

   Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G/7925G-EX/7926G ユーザガイド
96

ボイスメッセージ

ボイスメールの受信またはボイスメールのシステムメニューへのアクセス



第 6 章

アプリケーション

電話アプリケーションを使用すると、次のいずれかにアクセスできます。

• Ciscoエクステンションモビリティ, 97 ページ

• アプリケーションボタン, 98 ページ

• バーコードスキャナ, 99 ページ

Cisco エクステンションモビリティ
Ciscoエクステンションモビリティ（EM）を使用すると、Cisco Unified IP Phoneを自分用として
設定できます。EMにログインすると、電話機に自分のユーザプロファイル（電話回線、機能、
設定されているサービス、Webベースの設定など）が適用されます。システム管理者が EMを設
定している必要があります。

ヒント

• EMでは、一定時間が経過したユーザを自動でログアウトさせます。時間制限は、システム
管理者が設定します。

•自身の EMプロファイルを（ユーザオプションWebページから）変更した場合は、次に電
話機から EMへログインしたとき有効になります。

•電話機でのみ制御される設定は、EMプロファイル内では維持されません。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G/7925G-EX/7926G ユーザガイド
97



EM へのログイン

手順

ステップ 1
> [EMサービス]を選択します（名前は異なる場合があります）。

ステップ 2 ユーザ IDと PIN（システム管理者から取得）を入力します。

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、デバイスプロファイルを選択します。

EM のログアウト

手順

ステップ 1
> [EMサービス]を選択します（名前は異なる場合があります）。

ステップ 2 ログアウトするようプロンプトが表示されたら、[はい]を押します。

アプリケーションボタン
アプリケーションボタン （電話機の左側）を使用して、Push to Talkなどのサービスアプリ
ケーションを電話機で開始します。

アプリケーションボタンは、システム管理者の設定方法に応じて、メイン画面からのみ使用でき

る場合、任意のメニューやサービスから使用できる場合、電話機がロックされていても使用でき

る場合があります。

また、アプリケーションボタンを押してすぐにアプリケーションが開始されるように設定するこ

とも、数秒押し続けた後で開始されるように設定することもできます。

詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

Push to Talk サービス
Push to Talkサービスによって、組織内のメンバーと即時にコミュニケーションをとることができ
ます（双方向ラジオに類似）。システム管理者が Push to Talkサービスを設定してから、ユーザ
がサービスに登録する必要があります。
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Push to Talkサービスの使い方の詳細は、システム管理者にお問い合わせください。（注）

Push to Talkへのアクセス手順は、システムによって異なります。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 4.3以降を利用するシステムの場合は、電話
サービスの登録, （136ページ）を参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 5.0以降を利用するシステムの場合は、Web
での電話サービスの設定, （145ページ）を参照してください。

Push to Talk サービスの使用

手順

ステップ 1
> [Push to Talk]を選択します（名前は異なる場合があります）。

アイコンが表示されている場合は、Push to Talkサービスがアクティブになっています。

ステップ 2 サービスの設定に応じて、 ボタンを使用して転送を開始および終了します。

ステップ 3 [通話]および [停止]ソフトキーを使用して、転送とリスニングを切り替えます。

バーコードスキャナ
システム管理者は、電話機の上部にあるスキャンモジュールによってバーコードをスキャンする

ように Cisco Unified Wireless IP Phone 7926Gを設定することができます。電話機は、Java MIDlet
を使用して、バーコードのデータを読み取り、値段、場所、およびインベントリ情報などの情報

を表示します。バーコードスキャナの使い方については、システム管理者にお問い合わせくださ

い。

CiscoUnifiedWireless IP Phone 7926Gでは、バーコードスキャナをサポートするために、ファー
ムウェアバージョン 1.4（1）以降を実行する必要があります。

（注）
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第 7 章

電話機のカスタマイズ

Cisco Unified Wireless IP Phoneは、サウンド設定、ボリュームレベル、表示オプション、キー
パッド設定でカスタマイズできます。また、[設定]メニューからネットワークプロファイルを表
示できます。

• カスタムの呼出音, 101 ページ

• カスタムの音量設定, 103 ページ

• カスタムの電話スクリーン, 105 ページ

• キーパッド設定, 108 ページ

• ネットワークプロファイルリスト, 111 ページ

• ハードウェア診断, 112 ページ

• その他の設定オプション, 114 ページ

カスタムの呼出音
回線ごとに呼出音タイプを選択して電話機をカスタマイズできます。

ヒント

•ユーザオプションWebページからは Cisco Unified Wireless IP Phoneの [呼出音設定]を変更
できません。

• [設定]メニューへ戻るには、変更を保存した後で [戻る]ボタンを押すか、 ボタンを押して

メイン画面に戻ります。
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回線の呼出音の設定の表示

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [サウンド設定]を選択します。

ステップ 2 [呼出音] > [現在の設定]を選択します。

ステップ 3 現在の回線設定を表示するには、[表示]を押します。

回線の呼出音の変更

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [サウンド設定]を選択します。

ステップ 2 [呼出音] > [現在の設定]を選択します。

ステップ 3 現在の回線設定を表示するには、[表示]を押します。

ステップ 4 回線を選択するには、その項目の番号キー、 ボタン、または [変更]ソフトキーを押します。

ステップ 5 リスト内の呼出音までスクロールし、[再生]を押して呼出音のサンプルを確認します。

ステップ 6 を押すと、選択した呼出音の横に アイコンが表示されます。

ステップ 7 [オプション] > [保存]を選択して変更を適用するか、[オプション] > [キャンセル]を選択します。

回線への呼出音の割り当て

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [サウンド設定]を選択します。

ステップ 2 [呼出音] > [使用可能な呼出音]を選択します。

ステップ 3 リスト内の呼出音までスクロールし、[再生]を押して呼出音のサンプルを確認します。

ステップ 4 [オプション] > [適用]を選択し、呼出音を適用する回線を選択します。

選択した回線の横に、 が表示されます。
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ステップ 5 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。

電話機の呼出方法の変更

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [サウンド設定] > [アラートパターン]を選択します。

ステップ 2 次の項目のいずれかを選択します。

•呼出音のみ

•バイブレータのみ

•サイレント

•バイブレータの後に呼出音

•バイブレータと呼出音

選択した項目の横に アイコンが表示されます。

ステップ 3 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。
この変更は、ハンドセットにのみ適用され、デスクトップチャージャーには適用され

ません。

（注）

カスタムの音量設定
電話機の呼出音とスピーカ音量の設定を調節できます。
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呼出音音量レベルの調整

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [サウンド設定] > [音量]を選択します。

ステップ 2 [呼出音]を選択します。

ステップ 3 呼出音を選択するには、その項目の番号キー、 ボタン、または [変更]ソフトキーを押します。

ステップ 4 を押して音量を上げるか、 を押して音量を下げ、サンプルの呼出音で音量を確認します。

ステップ 5 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。

スピーカの音量レベルの調整

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [サウンド設定] > [音量]を選択します。

ステップ 2 [スピーカ]を選択します。

ステップ 3 を押して音量を上げるか、 を押して音量を下げます。

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。

電話機の音量レベルの調整

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [サウンド設定] > [音量]を選択します。

ステップ 2 [ハンドセット]を選択します。

ステップ 3 を押して音量を上げるか、 を押して音量を下げます。

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。
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ヘッドセットの音量レベルの調整

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [サウンド設定] > [音量]を選択します。

ステップ 2 [ヘッドセット]を選択します。

ステップ 3 を押して音量を上げるか、 を押して音量を下げます。

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。

呼出音の鳴るデバイスの選択

呼出音出力が適用されるのは有線ヘッドセットだけです。Bluetoothヘッドセットには適用されま
せん。

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [サウンド設定]を選択します。

ステップ 2 [呼出音出力]を選択します。

ステップ 3 次のいずれかを選択します。

•ヘッドセット

•スピーカ（デフォルトの設定）

•スピーカとヘッドセット

選択した項目の横に アイコンが表示されます。

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。

カスタムの電話スクリーン
（電話機がアイドル状態のときに）左のソフトキーから電話スクリーンの明るさや電話スクリー

ンの言語をカスタマイズできます。
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左のソフトキーで電話帳を開くように設定

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [メニューのカスタマイズ]を選択します。

ステップ 2 [変更]を押します。

ステップ 3 [電話帳]を選択します。

ステップ 4 [保存]を押します。電話がアイドルのとき、左のソフトキーが [電話帳]として表示されます。

左のソフトキーでメッセージにアクセスするように設定

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [メニューのカスタマイズ]を選択します。

ステップ 2 [変更]を押します。

ステップ 3 [メッセージ]を選択します。

ステップ 4 [保存]を押します。電話がアイドルのとき、左のソフトキーが [メッセージ]として表示されます。

電話機のディスプレイの明るさの変更

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [画面設定]を選択します。

ステップ 2 [画面の明るさ]を強調表示して、 または [変更]を押します。

ステップ 3 を押して明るくするか、 を押して暗くします。

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。
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スクリーンの表示時間の変更

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [画面設定]を選択します。

ステップ 2 [バックライトオフ]を強調表示してから、 または [変更]を押します。

ステップ 3 次のいずれかを選択します。

• 10秒

• 30秒（デフォルトの設定）

• 1分

• 2分

ステップ 4 [保存] を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。
画面設定の時間を経過すると、スクリーンは 10秒間うす暗い表示になり、その後で暗くなりま
す。

電波状態の LED 表示の変更

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [画面設定]を選択します。

ステップ 2 [電波状態を LEDで表示]を強調表示して、 または [変更]を押します。

ステップ 3 次のいずれかを選択します。

•有効（デフォルトの設定）

•無効

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。
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電話スクリーンの言語の変更

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 言語の設定を変更します。

関連トピック

ユーザオプション, （135ページ）

フォントサイズの変更

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [画面設定]を選択します。

ステップ 2 [フォントサイズ]を強調表示して、 または [変更]を押します。

ステップ 3 次のいずれかを選択します。

•デフォルト（デフォルトの設定）

•拡大

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。

キーパッド設定
キーパッドでは、自動ロック、トーン作成、コール応答を設定できます。

関連トピック

任意のキーによる応答, （109ページ）
キーパッドの自動ロック, （109ページ）
キー操作音量, （111ページ）
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任意のキーによる応答

キーパッドのどのキーを押してもコールに応答できるように電話機を設定することができます。

任意のキーを押してコールに応答できる機能の設定

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [キーパッド設定]を選択します。

ステップ 2 [任意のキーによる応答]を選択します。

ステップ 3 [有効]を選択します。

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。
[任意のキーによる応答]オプションの下に「有効」と表示されます。

[任意のキーによる応答] オプションの無効化

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [キーパッド設定]を選択します。

ステップ 2 [任意のキーによる応答]を選択します。

ステップ 3 [無効]を選択します。

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。
[任意のキーによる応答]オプションの下に「無効」と表示されます。

キーパッドの自動ロック

誤ってキーを押したり、コールをリダイヤルしたりすることを避けるには、キーパッドの自動ロッ

ク機能を使用します。コール終了後に電話機のキーパッドを自動ロックするときは、事前にロッ

ク時間を設定できます。

ヒント

•自動ロックは、電話機がアイドル状態でメイン画面が表示されている場合にのみ実行されま
す。

•キーパッドのロックは、着信コールがあると一時的に無効になります。
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電話機使用後のキーパッドの自動ロック

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [キーパッド設定]を選択します。

ステップ 2 [キーパッドの自動ロック]を選択します。

ステップ 3 次のいずれかの時間間隔を選択します。

• 15秒

• 30秒

• 60秒

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。

選択した時間間隔の経過後に、 アイコンが表示され、キーパッドがロックされます。

キーパッドのロック解除

手順

ステップ 1 任意のキーを押すと「キーパッドをロック解除しますか?」というメッセージがスクリーンに表示
されます。

ステップ 2 [解除]を押して [OK]を押します。ソフトキーが表示されたらすぐに押してください。すぐに押さ
ないとキーパッドのロックは解除されません。

キーパッドの自動ロックの解除

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [キーパッド設定]を選択します。

ステップ 2 [キーパッドの自動ロック]を選択します。

ステップ 3 [無効]を選択します。

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。
[キーパッドの自動ロック]オプションの下に「無効」と表示されます。
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キー操作音量

キーパッドのキーを押すときの音は、有効または無効にできます。

キー操作音量レベルの変更

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [キーパッド設定]を選択します。

ステップ 2 [キー操作音量]を選択します。

ステップ 3 次のいずれかを選択します。

無効

キーを押しても、キー操作音は再生されません。

標準

キーを押すと、キー操作音が再生されます。

大きく

キーを押すと、キー操作音が大きく再生されます。

選択した項目の横に アイコンが表示されます。

ステップ 4 [保存]を押して変更を適用するか、[キャンセル]を押します。

ネットワークプロファイルリスト
ネットワークプロファイルは、ワイヤレスネットワークへのアクセスと、システムでの認証と暗

号化に関する事前設定を提供します。ネットワークプロファイルは、システム管理者が定義しま

す。ネットワークプロファイルは、異なるサービスセット識別子（SSDI）または認証タイプを使
用する場所でワイヤレスネットワーク構成にアクセスできるよう、1つ以上用意されている場合
があります。

電話機は 4つまでネットワークプロファイルを保持できます。電話機はプロファイルを自動ス
キャンし、特定のワイヤレスネットワークと一致する SSIDおよび設定を持つネットワークプロ
ファイルを選択します。
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追加のネットワークプロファイルが必要な場合、またはプロファイルの設定変更が必要な場

合は、システム管理者にご相談ください。

（注）

ヒント

•
メニューの横に ロックアイコンが表示されたら、詳細についてシステム管理者にお問い

合せください。

•ユーザ名およびパスワードの変更が必要な場合は、ユーザ名とパスワードの設定, （25ペー
ジ）を参照して、システム管理者にご相談ください。

有効なネットワークプロファイルのリストの表示

手順

> [ネットワークプロファイル]を選択します。

有効なプロファイルの横には が示されています。

ネットワークプロファイルはロックされているため、システム管理者がユーザに代わっ

て変更を加える必要があります。

（注）

ハードウェア診断
電話機では、さまざまな診断機能を実行できます。

関連トピック

キーパッドボタンの機能の確認, （112ページ）
オーディオ診断の実行, （113ページ）
WLAN診断の実行, （113ページ）
スキャナの診断の実行, （113ページ）

キーパッドボタンの機能の確認

キーパッドのボタンが電話機で機能していることを確認できます。
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手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [診断]を選択します。

ステップ 2 [キーパッド]を選択します。

ステップ 3 任意のキーを押します。キーが機能している場合、「押されました」と表示されます。

オーディオ診断の実行

電話機のスピーカとマイクロフォンが機能していることを確認できます。

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [診断]を選択します。

ステップ 2 [オーディオ]を選択します。呼出音が鳴り、スピーカがアクティブになります。

ステップ 3 マイクロフォンに話しかけて、マイクロフォンとスピーカの両方が動作していることを確認しま

す。

WLAN 診断の実行
[診断]メニューのサイト調査ユーティリティを使用して、アクセスポイントで適切なカバレッジ
が提供されていることを確認できます。サイト調査ユーティリティの使用方法については、『Cisco
Unified Wireless IP Phone 7925G/7925G-EX/7926Gアドミニストレーションガイド』を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [診断]を選択します。

ステップ 2 [WLAN]を選択します。

スキャナの診断の実行

バーコードスキャナが機能していることを確認できます。
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手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [診断]を選択します。

ステップ 2 [スキャナ]を選択します。

ステップ 3 スキャナをバーコードの前に置いて、[スキャン]を押します。

その他の設定オプション
システム管理者は、特定のソフトキーのテンプレートに加えて、必要に応じて特別なサービスや

機能を使用するように電話機を設定できます。次の表に、設定オプションの概要を示します。こ

れらのオプションについては、コールの需要や作業環境に応じて、システム管理者に相談してく

ださい。

この表に示されているユーザガイドとその他のマニュアルは、次の URLで確認することがで
きます。http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/products_user_guide_list.html

（注）

詳細な情報対応現状

システム管理者または電

話機のサポートチームに

お問い合わせください。

サポートするコール数を増やすように、

回線の設定をシステム管理者に依頼しま

す。

電話回線でさらに多くの

コールを処理する必要があ

る

システム管理者または電

話機のサポートチームに

お問い合わせください。

1つ以上の追加の電話番号を設定するよ
うにシステム管理者に依頼します。

複数の電話回線が必要であ

る

システム管理者または電

話機のサポートチームに

お問い合わせください。

新しいソフトキーテンプレートを設定し

て電話機に割り当てるように、システム

管理者に依頼します。

呼出音が鳴っているとき、

または電話機を使用してい

るときに、[即転送]など、
別のソフトキーを表示する

必要がある

システム管理者または電

話機のサポートチームに

お問い合わせください。

電話機に Javaソフトウェアモジュールを
設定するようにシステム管理者に依頼し

ます。

Java MIDletを使用する必
要がある
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詳細な情報対応現状

ユーザオプション,（135
ページ）を参照してくだ

さい。

現在使用可能なスピードダイヤル番号を

すべて使用しているかどうかを確認しま

す。

スピードダイヤル番号の追加が必要な場

合は、短縮ダイヤル機能の使用またはファ

ストダイヤルサービスへの登録を行って

ください。

スピードダイヤルの追加

が必要である

共有回線, （68ページ）
を参照してください。

共有回線を使用します。共有回線では、

デスクの電話機とワイヤレス IP電話で 1
つの番号を使用できます。

複数の電話で1つの電話番
号を使用する必要がある

これらの機能について

は、システム管理者にお

問い合わせください。ま

た、次の説明を参照して

ください。

•不審なコールのト
レース, （73ペー
ジ）

•共有回線, （68ペー
ジ）

• Ciscoエクステン
ションモビリティ,
（97ページ）

次の機能の使用を検討してください。

•コールパーク。転送機能を使用しな
いで、コールの保存と取得を行いま

す。

•コールピックアップ。別の電話機で
鳴っているコールに応答します。

•共有回線。同僚のコールを表示した
り、コールに参加したりします。

• Ciscoエクステンションモビリティ。
共有の電話機に自分の電話番号と

ユーザプロファイルを適用します。

電話機やオフィススペー

スを同僚と共有している

自動応答,（123ページ）
を参照してください。

電話機の自動応答機能を設定するように、

システム管理者に依頼します。

頻繁にコールに応答する、

または他の人の代理でコー

ルを処理する

回線の状態（BLF）, （
71ページ）を参照してく
ださい。

電話機のビジーランプフィールド

（BLF）機能を設定するように、管理者
に依頼します。

電話機のスピードダイヤ

ル、通話履歴、またはディ

レクトリリストと関連付

けられた電話回線の状態を

確認する

Ciscoエクステンション
モビリティ, （97ペー
ジ）を参照してくださ

い。

Ciscoエクステンションモビリティサー
ビスについて、システム管理者にお問い

合わせください。

個人の電話番号と設定を共

有の Cisco Unified IP Phone
に一時的に適用する必要が

ある
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詳細な情報対応現状

プライバシーおよび共有

回線コール, （70ペー
ジ）を参照してくださ

い。

これらの電話機に対してプライバシー機

能を設定するように、システム管理者に

依頼します。

回線を共有するすべての電

話機を対象として、コール

情報の表示、または共有回

線上のコールへの参加を許

可または禁止する
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第 8 章

ハンドセット、ヘッドセット、スピーカフォ

ン

このセクションでは、Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G、7925G-EX、および 7926Gでハンド
セット、ヘッドセット、スピーカフォンを使用する方法について説明します。

• ハンドセット、ヘッドセット、およびスピーカフォンの操作, 117 ページ

• ヘッドセット, 119 ページ

• Bluetoothワイヤレスヘッドセット, 119 ページ

• 自動応答, 123 ページ

ハンドセット、ヘッドセット、およびスピーカフォンの

操作
電話機は、モバイルハンドセット、スピーカフォン、またはヘッドセット（有線またはBluetooth
ワイヤレス）として使用できます。

ヒント

•ヘッドセットまたは電話機をデスクトップチャージャーから抜くと、電話機はスピーカモー
ドに復帰します。このモードは、自動応答またはインターコムコールなど、一般的な着信

コール向けのスピーカフォン機能です。

•ヘッドセットとスピーカは、 ボタンや ボタンを含む電話機のコントロールすべてを利

用できます。

アクティブなコール中に音量を変更した場合、新しい音量レベルは電話機を

オフにした後も次のコールまで維持されます。

（注）
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ハンドセットの使用

手順

ステップ 1 ハンドセットでコールに応答する、またはコールを開始するには、 を押します。

ステップ 2 終了するには、 を押します。

有線ヘッドセットの使用

手順

ステップ 1
ヘッドセットポートカバー を開けて、ヘッドセットコネクタをヘッドセットポートに差し

込みます。

アイコンが電話のステータス行に表示されます。

ステップ 2 コールの発信や応答は通常どおりに行います。

自動応答を使用している場合は、例外事項について自動応答, （123ページ）を参照してくださ
い。

ヘッドセットのオーディオは、ヘッドセットが電話機に接続されるとアクティブになります。

Bluetooth ワイヤレスヘッドセットの使用

手順

ステップ 1 電話機の Bluetooth設定を有効にします。

ステップ 2 Bluetoothデバイスのリストをスキャンします。

ステップ 3 Bluetoothヘッドセットを選択して電話機とペアリングします。
詳細については、Bluetoothワイヤレスヘッドセット, （119ページ）を参照してください。
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スピーカモードの使用

スピーカフォンは、コールを開始する前でもコール中でもアクティブにすることができます。ス

ピーカモードは、切り換えてオフにしなければ、次のコールでもアクティブになります。（電話

機の）スピーカフォンは、電話機がデスクトップチャージャーにつながれている場合や有線ヘッ

ドセットに接続されている場合でもアクティブにできます。

手順

アイコンが表示されるまで、 を押し続けます。

コール中のスピーカとハンドセットの切り替え

手順

ステップ 1
スピーカモードに切り替えるには、 アイコンが表示されるまで を押し続けます。

ステップ 2 スピーカモードからハンドセットモードに切り替えるには、 を押し続けてハンドセットに戻

します。

ヘッドセット
電話機は、2.5 mm、3バンド、4つのコネクタプラグの有線ヘッドセットジャックタイプをサ
ポートします。ヘッドセットの購入については、ヘッドセット情報, （28ページ）を参照してく
ださい。

Bluetooth ワイヤレスヘッドセット
お使いの電話機はBluetoothワイヤレスヘッドセットの使用をサポートしています。スキャン、ペ
アリング、ペア解除などのタスクを実行する前に、電話機の Bluetoothの設定を有効にします。

Bluetoothヘッドセットと電話機をペアリングする前に、ヘッドセットのマニュアルの指示に
従ってヘッドセットが正しく動作するように有効にしてください。

（注）
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ヒント

•電話機に接続できる Bluetoothデバイスは一度に 1つだけです。

•接続を維持するには、Bluetoothデバイスが電話機から 10 m以内にあることが必要です。

•電話機がオフになったり、Bluetoothが電話機で無効にされると、Bluetoothデバイスは接続解
除されます。

•すでに電話機とペアリングされているデバイスを使用して別のBluetoothデバイスに接続する
場合は、最初にペア解除してから、もう一度電話機とペアリングする必要があります。

• Bluetoothヘッドセットの接続が解除された場合（電話機の接続範囲外に出たり、電話機の
バッテリがなくなった場合）、範囲内に戻るか、バッテリを再充電すると、ヘッドセットは

自動的に再接続されます。再接続されない場合は、Bluetoothヘッドセットを 1度タップして
接続を再確立することができます。

• Bluetoothヘッドセットが省電力モードで電話機から接続解除された場合、接続を再確立する
にはヘッドセットを 1度タップして「ウェイクアップ」させる必要のある場合があります。

電話機の Bluetooth の有効化/無効化

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [Bluetooth]を選択します。

ステップ 2 [Bluetooth]を強調表示して、[選択]を押します。

ステップ 3 [有効]または [無効]を選択して、[保存]を押します。
有効になった場合、有効なBluetoothのアイコン が表示されます。無効になった場合、アイコン

の表示が消えます。

スキャン、ペアリング、ペア解除などのタスクを実行するには、電話機の Bluetoothが
有効になっていることが必要です。

（注）

Bluetooth デバイスのスキャン

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [Bluetooth] > [デバイスリスト]を選択します。

ステップ 2 [スキャン]を押します。デバイスのリストが表示されます。
スキャンは 2、3秒で完了しま
す。

（注）
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ステップ 3 デバイスを再スキャンするには、[スキャン結果]の [再スキャン]を押します。

Bluetooth ヘッドセットと電話機のペアリング

手順

ステップ 1 [スキャン結果]リストで、Bluetoothヘッドセットを選択して [ペアリング]を押します。

ステップ 2
プロンプトが表示されたら、Bluetoothパスキーを入力して （選択）を押すか、[オプション] >
[OK]を押します。

Bluetoothパスキーは、Bluetoothデバイスのマニュアルに記載されています。ペアリン
グは 1分以内に完了する必要があります。それ以上かかると失敗します。

（注）

ペアリングに成功すると、ペアリングされた新しいヘッドセットが [デバイスリスト]に追加され
て電話機に接続されます（以前に別のデバイスと電話機の間にBluetooth接続がなかった場合）。

ステップ 3 接続が存在していた場合は、最初にペアリングを解除するか、または別のデバイスと電話機の接

続を解除する必要があります。

Bluetoothデバイスの接続アイコン が表示され、デバイス名の横にチェックマークが表示されて

います。

ステップ 4 ペアリングに失敗した場合は、[戻る]を押してもう一度やり直します。

関連トピック

Bluetoothヘッドセットと電話機のペア解除, （122ページ）

すでにペア化されている Bluetooth ヘッドセット（未接続）と電話機の
接続

手順

次のいずれかの操作を実行します。

•ヘッドセットをタップして、電話機に接続要求を送信します。

•
> [電話の設定] > [Bluetooth] > [デバイスリスト]を選択して、ヘッドセットを強調表

示し、[オプション] > [接続]を押します。
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Bluetooth ヘッドセットと電話機のペア解除

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [Bluetooth] > [デバイスリスト]を選択します。

ステップ 2 リストからヘッドセットを選択し、[オプション] > [ペア解除]を選択します。

ステップ 3 [はい]を押して確認します。
ヘッドセットが電話機から接続解除されて、[デバイスリスト]から削除されます。

電話機からの Bluetooth ヘッドセットの接続解除

手順

ステップ 1
> [電話の設定] > [Bluetooth] > [デバイスリスト]を選択します。

ステップ 2 リストからヘッドセットを選択し、[オプション] > [接続解除]を押します。

ステップ 3 [はい]を押して確認します。
ヘッドセットは電話機から接続解除されますが、[デバイスリスト]にはそのまま残ります（デバ
イス名の横にチェックマークはなし）。

Bluetooth ヘッドセットからスピーカまたはハンドセットへの切り替え
（コール中）

手順

ステップ 1 を押し続けます。[オーディオパスの選択]メニューが表示されます。

ステップ 2 [スピーカ]または [ハンドセット]を選択します。

ステップ 3 もう一度モードを切り替えるには、 を押し続けて、別のオーディオモードを選択します。

コールの終了後、電話機では最後のコール中に使用していたオーディオモードが保持

されます。

（注）
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スピーカまたはハンドセットから Bluetooth ヘッドセットへの切り替え
（コール中）

手順

ステップ 1 を押し続けます。[オーディオパスの選択]メニューが表示されます。

ステップ 2 [Bluetooth]を選択します。
有線ヘッドセットが電話機に接続されていると、Bluetooth接続アイコンが表示されてい
る場合でも Buetoothオプションを選択できません。Bluetoothヘッドセットを使用する
には、最初に有線ヘッドセットを取り外す必要があります。

（注）

自動応答
着信コールの量が非常に多い場合や、他のユーザのコールを処理する場合は、自動応答を使用で

きます。自動応答はスピーカモードまたはヘッドセットモードで動作するように、システム管理

者によって設定されています。

自動応答が設定されている場合は、コール中ではなくても、ヘッドセットが電話機に差し込まれ

ていることを確認して、ヘッドセットモードをアクティブな状態に保ちます。

自動応答をヘッドセットモードで使用するように電話機が設定されている場合は、有線ヘッド

セットのアイコン または有効な Bluetoothのアイコン が電話機のステータス行に表示され

ている場合にのみ、コールは自動応答されます。そうでない場合は、通常どおりコールの呼出音

が鳴るので、手動でそのコールに応答する必要があります。
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第 9 章

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G デスク
トップチャージャー

この章では、Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G、7925G-EX、および 7926Gで Cisco Unified
Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーを使用する方法について説明します。

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーの概要, 125 ページ

• チャージャーの外部電源への接続, 128 ページ

• チャージャーとワイヤレス電話機のペアリング, 129 ページ

• 電話機のチャージャーへの接続, 130 ページ

• 電話機をチャージャーから取り外す, 132 ページ

• チャージャーのスピーカ音量の変更, 132 ページ

• 予備バッテリの交換, 132 ページ

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーの注意事項, 133 ページ

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G デスクトップチャー
ジャーの概要

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーには、次の機能が備わっていま
す。

•ドックに接続した電話機のバッテリをコンセントの電力で充電する機能

•電話機の音量ボタンで音量を調整できるスピーカフォン

•スピーカフォンでの Bluetoothのサポート

•電源/Bluetoothステータス LEDとバッテリ LEDを使用してステータス情報を表示
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•予備バッテリの充電のためにステーションの背面に追加のポート

•コンセントの電力または電話機の予備バッテリの電力で稼働

次の図に、CiscoUnifiedWireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーに接続したCiscoUnified
Wireless IP Phone 7925Gを示します。

図 1：チャージャーに接続した Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G

Cisco UnifiedWireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーは、次の電話機をサポートしてい
ます。

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G-EX

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7926G
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Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーの 2つの LEDの色は状況に応じ
て変化します。次の表にその色の意味を示します。

通知情報点滅速度色LED

チャージャーはコンセントに接続されていませ

ん。

点灯消灯電源/Bluetooth
ステータス

チャージャーはコンセントに接続されていま

す。

点灯緑色

Bluetoothがチャージャーに接続されているか、
切断されています。

ゆっくり点滅青色

チャージャーは Bluetoothを使用して電話に接
続されています。

点灯

予備バッテリは取り付けられていません。点灯消灯バッテリ

予備バッテリは充電中です。点灯赤色

予備バッテリは完全に充電されました。点灯緑色

ステーションは、十分に充電された予備バッテ

リから電力を供給されています。

点灯オレンジ色

ステーションは、予備バッテリから電力を供給

されていますが、バッテリの残量は少なくなっ

ています。

点滅

ステーションは、予備バッテリから電力を供給

されていますが、バッテリの残量が急速に減少

しています。

点滅してゆっく

りと暗くなって

いく

予備バッテリは、Cisco UnifiedWireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーがコンセントに
接続されている場合にのみ充電されます。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーは、ハンズフリーバージョン 1.5
を使用して、Bluetoothバージョン 2.1 + Extended Data Rate（EDR）をサポートします。

次の図に、コントロールボタンの場所を示します。コントロールボタンは、チャージャーと電話

のペア化の際に使用します。
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チャージャーの外部電源への接続

手順

ステップ 1 次の図に示すように、電源コードの片側をステーションに接続します。
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ステップ 2 電源コードの反対側は、近くのコンセントに接続します。

電源/Bluetoothステータス LEDは緑色に点灯します。

チャージャーとワイヤレス電話機のペアリング
CiscoUnifiedWireless IPPhone7925Gデスクトップチャージャーの電源を投入したら、チャージャー
とワイヤレス電話機の間に通信を確立する必要があります。この通信を「ペアリング」と呼びま

す。電話機と Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーは Bluetoothテクノ
ロジを使用して通信を行います。

チャージャーは、初めて電源が投入された後で、自動的にペアリングモードに入ります。

チャージャーと電話機が既にペアリングされている場合は、チャージャーのコントロールボ

タンを 5秒間押し続けて、チャージャーと電話機を手動でペアリングします。
（注）

はじめる前に

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーを外部電源に接続するか、
予備のバッテリを予備のバッテリポートに取り付けます。
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手順

ステップ 1 電話機をチャージャーに挿入し、電話機をオンにします。

ステップ 2 チャージャーの側面にあるコントロールボタンを 5秒間押し続けます。
電源/Bluetoothステータス LEDが点滅し、チャージャーがペアリングモードになります。

ステップ 3
電話機で、 > [電話の設定] > [Bluetooth]を選択します。

ステップ 4 [Bluetooth]メニューの最初の項目に [Bluetooth無効]の表示がある場合は、[選択]を押し、[有効]
を選択して [保存]を押します。

ステップ 5 [デバイスリスト]を選択します。

ステップ 6 [スキャン]を押します。
デバイスのリストが表示されます。スキャンは 2、3秒で完了します。

ステップ 7 Cisco Dock 7900 がデバイスリストに表示されていない場合は、[再スキャン]を押します。

ステップ 8 デバイスリストで [Cisco Dock 7900]を選択し、[ペアリング]を押します。

ステップ 9 プロンプトが表示された場合は、パスキーに「0000」を入力します。
ペアリングが完了し、チャージャーが [デバイスリスト]に表示されると、チャージャーは電話機
とペアリングされています。

ステップ 10 電話機の [終了]ボタンを押します。

電話機のチャージャーへの接続
電話機をチャージャーから取り外すとBluetoothの接続が解除されて、電話機のオーディオ用ロー
カルスピーカが使用されます。

電話機がチャージャーにつながれているときに Bluetoothの接続が解除された場合は、電話機
をチャージャーか取りら外してから、もう一度つなぎます。

（注）

はじめる前に

Cisco UnifiedWireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーがコンセントに差し込まれている
か、充電済みの予備バッテリが取り付けられていることが必要です。

手順

ステップ 1 電話機は次の図のようにチャージャーにつなぎます。
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電源/BluetoothステータスLEDが青色で点滅している間は、電話機とCiscoUnifiedWireless IP Phone
7925Gデスクトップチャージャーが接続されています。Bluetooth接続が確立されると、電
源/Bluetoothステータス LEDは青色で点灯します。

電話機がチャージャーにつながれているときにコールに応答する場合

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーの電源が入っている場合、
Bluetooth接続が完了するまでに多少の遅れが生じるため、このコールはCiscoUnifiedWireless
IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーのスピーカを使用して続行されます。

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーに電源が入っていない（コ
ンセントに差し込まれていないか予備のバッテリが取り付けられていない）場合、電話機は

Bluetoothを使用してチャージャーに接続できません。コールを続けるためには、電話機を
チャージャーから取り外す必要があります。

ステップ 2 Bluetoothに接続していない場合は、電話機を手動でチャージャーに接続します。
a)

> [電話の設定] > [Bluetooth] > [デバイスリスト]を選択します。
b) [Cisco Dock 7900]を選択します。

ステップ 3 [オプション] > [接続]を選択します。
電話機とチャージャーが接続されます。

ステップ 4 ペアリングが行われない場合

a) [オプション] > [ペア解除]を選択します。
b) ペア解除のプロンプトで、[はい]を選択します。
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チャージャーが Bluetoothデバイスリストから削除されます。

c) チャージャーと電話機をもう一度ペアリングします。

関連トピック

チャージャーとワイヤレス電話機のペアリング, （129ページ）

電話機をチャージャーから取り外す

手順

電話機をチャージャーから取り外すには、電話機を受け台から取り外します。

コール中に電話機をチャージャーから取り外すと、Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスク
トップチャージャーに接続していないときでも、電源LEDが青色で点滅します。コールは電話機
で続行します。

チャージャーのスピーカ音量の変更

手順

スピーカ音量の大小を調整するには、電話機の音量キーを使用します。

予備バッテリの交換
充電のために予備バッテリを取り付けるには、次の手順に従ってください。予備バッテリを完全

に充電したら、Cisco UnifiedWireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーの電源として使用
することができます（一定時間）。

要件

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーをコンセントに接続する必
要があります。

手順

ステップ 1 次の図に示すように、Cisco UnifiedWireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーに予備バッ
テリを取り付けます。バッテリの接続部をチャージャーのベース部分に合わせる必要があります。
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バッテリの充電が完了するとバッテリLEDのランプは緑色になり、バッテリが充電中の場合は赤
色になります。

ステップ 2 バッテリ LEDが赤色または緑色に点灯しない場合、バッテリが正しく取り付けられていること
（ラベルのある面が上）を確認します。状況によっては、バッテリを取り外し、接続部が正しく

はまるように向きを変えて、再び取り付ける必要があります。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G デスクトップチャー
ジャーの注意事項

コンセントから Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーを抜くとき、次
の点に留意してください。

•充電済みの予備バッテリがセットされている場合、ステーションは正常に動作します。予備
バッテリはスピーカフォンに電源を供給します。

◦バッテリ LEDがオレンジ色に点滅するのは、予備バッテリの残量が低いことを示して
います。予備バッテリに十分な残量があれば、アクティブなコールは着信し、発信も可

能です。予備バッテリの残量が低いと、スピーカフォンは動作しませんが、コールは引

き続き受信できます。

◦バッテリ LEDが薄いオレンジ色に点滅するのは、予備バッテリの充電が低すぎること
を示しています。アクティブなコールは切断され、発信できなくなります。CiscoUnified
Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーをコンセントに接続するか、または
充電済みの予備バッテリをセットします。

•予備バッテリが充電されていないと、ステーションは動作しません。Cisco Unified Wireless
IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーをコンセントに接続するか、または充電済みの予
備バッテリをセットしてください。
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第 10 章

ユーザオプション

Cisco Unified Wireless IP Phoneは、自分自身のパーソナルコンピュータも含めて、他の社内ネッ
トワークデバイスと情報を共有できるネットワークデバイスです。コンピュータを使用すると、

Cisco Unified CMのユーザオプションWebページにログインできます。そのページから、Cisco
UnifiedWireless IP Phoneの機能、設定、およびサービスを制御できます。このセクションには、
次の情報が記載されています。

• Cisco Unified CommunicationsManagerリリース 4.3以降のユーザオプションWebページ, 135
ページ

• Cisco Unified CommunicationsManagerリリース 5.1以降のユーザオプションWebページ, 138
ページ

Cisco Unified Communications Manager リリース 4.3 以降の
ユーザオプション Web ページ

このセクションでは、Cisco Unified Communications Managerリリース 4.3以降のシステムに接続し
ている場合のユーザオプションWebページへのアクセス方法と電話サービスへの登録方法につい
て説明します。設定できる機能や登録できる電話サービスの詳細については、次の URLで Web
での Cisco IP Phoneのカスタマイズ方法を参照してください。http://www.cisco.com/en/US/products/
hw/phones/ps379/products_user_guide_list.html

関連項目：

•ユーザオプションWebページの使用, （136ページ）

•電話サービスの登録, （136ページ）
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ユーザオプション Web ページの使用
このセクションでは、Cisco Unified Communications Managerリリース 4.3以降のユーザオプショ
ンWebページからログインして電話機を選択する方法について説明します。

ユーザオプション Web ページへのログイン

手順

ステップ 1 ユーザオプションの URL、ユーザ ID、デフォルトのパフワードをシステム管理者から取得しま
す。

ステップ 2 コンピュータでWebブラウザを開き、URLを入力してログインします。
Cisco Unified Communications ManagerユーザオプションWebページが開きます。

ログイン後のデバイスの選択

手順

ステップ 1 一般メニューの [デバイスの選択]ドロップダウンリストでデバイスの種類（電話機のモデル）を
選択します。Cisco UnifiedWireless IP Phoneに関するオプションを示す状況依存メニューが表示さ
れます。

ステップ 2 お使いの Cisco Unified Wireless IP Phoneのオプションを変更します。

ユーザオプション Web ページの操作のヒント
•すべてのオプションを表示するには、メニューページからデバイスを選択します。

• [更新]をクリックして変更を保存します。

• [メニューへ戻る]をクリックしてコンテキストに応じたメニューに戻ります。

• [ログオフ]をクリックして、[ユーザ]ページを終了します。

電話サービスの登録

電話機から契約する電話サービスへアクセスする前に、コンピュータからユーザオプションWeb
ページへアクセスしてサービス登録する必要があります。ユーザオプションWebページの使用,
（138ページ）を参照してください。
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電話サービスには、次が含まれます。

•株式相場、映画情報、天気予報などのWebベース情報

•社内カレンダーや検索可能なディレクトリなどのネットワークデータ

•ファストダイヤルサービスや個人のアドレス帳などの電話機能

詳細については、次の URLでWebでの Cisco IP Phoneのカスタマイズ方法を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/products_user_guide_list.html

サービスへの登録

手順

ステップ 1 メインメニューで、[Cisco IP Phoneサービスの設定]を選択します。

ステップ 2 使用可能なサービスのドロップダウンリストからサービスを選択して、[続行]をクリックします。

ステップ 3 要求に応じて、その他の情報（郵便番号や PINなど）を入力します。

ステップ 4 [登録]をクリックします。

登録の変更または解除

手順

ステップ 1 メインメニューで、[Cisco IP Phoneサービスの設定]を選択します。

ステップ 2 登録済みサービスのセクションで、目的のサービスをクリックします。

ステップ 3 変更を行って [更新]をクリックするか、[登録解除]をクリックします。

電話機のサービスへのアクセス

手順

ステップ 1
（サービス） >（サービス名）を選択します。

ステップ 2 目的のサービスを選択します。
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Cisco Unified Communications Manager リリース 5.1 以降の
ユーザオプション Web ページ

このセクションでは、Cisco Unified Communications Managerリリース 5.1以降のシステムに接続し
ている場合のユーザオプションWebページへのアクセス方法と電話サービスへの登録方法につい
て説明します。ユーザオプションWebページへのアクセス、機能の設定、電話サービスへの登録
の詳細については、これらのセクションをご利用ください。

ユーザオプション Web ページの使用
このセクションでは、Cisco Unified Communications Managerリリース 5.1以降のユーザオプショ
ンWebページからログインして電話機を選択する方法について説明します。

ユーザオプション Web ページへのログイン

手順

ステップ 1 ユーザオプションの URL、ユーザ ID、デフォルトのパフワードをシステム管理者から取得しま
す。

ステップ 2 コンピュータでWebブラウザを開き、URLを入力してログインします。

ステップ 3 セキュリティ設定を許可するプロンプトが表示されたら、[はい]または [証明書のインストール]
をクリックします。

Cisco Unified Communications ManagerユーザオプションWebページが開きます。このページか
ら、[ユーザオプション]を選択してデバイスを選択し、ユーザ設定、ディレクトリ機能、個人ア
ドレス帳、およびファストダイヤルにアクセスできます。

ログイン後のデバイスの選択

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインしたら、[ユーザオプション] > [デバイス]を選択しま
す。

[デバイス設定]ページが表示されます。
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ステップ 2 複数のデバイスが割り当てられている場合は、適切なデバイスが選択されていることを確認しま

す（電話機のモデルやエクステンションモビリティプロファイルで確認）。必要に応じて、別の

デバイスを [名前]ドロップダウンメニューから選択します。

ユーザ機能の設定

手順

[ユーザオプション]を選択して、次の機能にアクセスします。

•ユーザ設定

•ディレクトリ

•個人アドレス帳

•ファストダイヤル

電話機の設定

手順

電話機の次のオプションにアクセスするには、ツールバーボタンを選択します。

•回線の設定

•スピードダイヤル

• IP Phoneサービス

•サービス URL

[デバイス設定] ページに戻る
[デバイス設定]ページでは、お使いの電話機で利用できるすべての設定オプションにアクセスで
きます（他のページでは、すべてのオプションにアクセスできない場合があります）。

手順

任意のページで [ユーザオプション] > [デバイス]を選択して、デバイスの設定が正しいことを確
認したり、デバイスを変更したりします。
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Web からの機能およびサービスの設定
これらの項目では、ログイン後にユーザオプションWebページから機能およびサービスを設定す
る方法について説明します。

関連トピック

ユーザオプションWebページの使用, （138ページ）
Webでのスピードダイヤル, （140ページ）
Webでのパーソナルディレクトリ, （141ページ）
Webでの電話サービスの設定, （145ページ）
Webでのユーザ設定 , （147ページ）
Webでの回線の設定, （149ページ）
Cisco WebDialer, （150ページ）

Web でのスピードダイヤル
設定に応じて、電話機は次のようないくつかのスピードダイヤルをサポートします。これらは

Webから設定できます。

•回線表示のスピードダイヤル

•短縮ダイヤル

•ファストダイヤル

スピードダイヤル機能の使い方については、スピードダイヤル, （60ページ）を参照してく
ださい。

（注）

ヒント

•回線表示画面に表示される電話番号は 6つまでです（回線とスピードダイヤルの組み合わ
せ）。

•スピードダイヤルラベルが 11文字を超えている場合、ラベルは左から詰められるため、短
いラベルを使用してください。たとえば、「Customer Service」と入力すると、画面には「er
Service」と表示されます。
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回線表示のスピードダイヤル番号の設定

手順

ステップ 1 デバイスの名前を選択します。

ステップ 2 [スピードダイヤル]をクリックします。

ステップ 3 ダイヤルする電話番号を入力します。

ステップ 4 スピードダイヤル番号のラベルを 11文字以下で入力します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

スピードダイヤルが回線表示で設定されている場合、スピードダイヤルのラベルが

アイコンの横に表示されます。

（注）

短縮ダイヤルの設定

手順

ステップ 1 デバイスの名前を選択します。

ステップ 2 [スピードダイヤル]をクリックします。

ステップ 3 ダイヤルする電話番号を入力して、短縮ダイヤルコードのラベルを付けます。

ステップ 4 [保存]をクリックします。
短縮ダイヤルコードの番号をメモします。このコードを [オプション] > [短縮]で使用し
て、スピードダイヤル番号にアクセスします。

（注）

ファストダイヤルの設定

詳細については、Webでのパーソナルディレクトリ, （141ページ）を参照してください。

また、電話機にもファストダイヤルを設定できます。パーソナルディレクトリ, （81ページ）
を参照してください。

Web でのパーソナルディレクトリ
コンピュータ上でアクセスできるパーソナルディレクトリ機能は、次のとおりです。

•個人アドレス帳（PAB）

•ファストダイヤル

•アドレス帳同期ツール（TABSynch）

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G/7925G-EX/7926G ユーザガイド
141

ユーザオプション

Web からの機能およびサービスの設定



PABとファストダイヤルは、電話機からもアクセスできます。パーソナルディレクトリ, （
81ページ）を参照してください。

（注）

ヒント

•最大 500個のファストダイヤルおよび PABエントリを作成できます。

• PABエントリを使用しなくても、新規のファストダイヤルエントリを作成できます。新規
のファストダイヤルエントリは、ユーザオプションWebページに「raw」とラベル表示さ
れ、設定可能なテキストラベルは表示されません。

Web での新規 PAB エントリの追加

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 エントリの情報を入力します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

Web での PAB エントリの検索

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 2 検索情報を指定し、[検索]をクリックします。
すべてのエントリを検索するには、検索情報を指定せずに [検索]をクリックしま
す。

（注）
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Web での PAB エントリの編集

手順

ステップ 1 PABエントリを検索します。

ステップ 2 名前またはニックネームをクリックします。

ステップ 3 必要に応じてエントリを編集し、[保存]をクリックします。

Web での PAB エントリの削除

手順

ステップ 1 PABエントリを検索します。

ステップ 2 1つまたは複数のエントリを選択します。

ステップ 3 [選択項目の削除]をクリックします。

Web での PAB エントリへのファストダイヤルコードの割り当て

手順

ステップ 1 PABエントリを作成します。Webでのパーソナルディレクトリ, （141ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 3 [新規追加]をクリックします。

ステップ 4 必要に応じて、ファストダイヤルコードを変更します。

ステップ 5 [検索オプション]領域を使用して、該当する PABエントリを検索します。

ステップ 6 [検索結果]領域の電話番号をクリックします。

ステップ 7 [保存]をクリックします。
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Web での電話番号へのファストダイヤルコードの割り当て（PAB エントリを使用しない）

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 必要に応じて、ファストダイヤルコードを変更します。

ステップ 4 電話番号を入力します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

Web でのファストダイヤルエントリの検索

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 2 検索情報を指定し、[検索]をクリックします。

Web でのファストダイヤル電話番号の編集

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 2 編集するファストダイヤルエントリを検索します。

ステップ 3 エントリのコンポーネントをクリックします。

ステップ 4 電話番号を変更します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。
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Web でのファストダイアヤルの削除

手順

ステップ 1 ファストダイヤルを検索します。

ステップ 2 1つまたは複数のエントリを選択します。

ステップ 3 [選択項目の削除]をクリックします。

アドレス帳同期ツール

アドレス帳同期ツール（TABSynch）を使用して、Microsoft Windowsのアドレス帳（使用してい
る場合）と PABを同期することができます。同期することにより、Microsoft Windowsのアドレ
ス帳にWireless IP PhoneおよびユーザオプションWebページからアクセスできるようになりま
す。TABSynchのアクセス権と詳しい手順の情報については、システム管理者にお問い合わせく
ださい。

Web での電話サービスの設定
IP Phoneサービスには、電話機の特別な機能、ネットワークデータ、Webベースの情報（株式相
場、映画情報など）などがあります。IP Phoneサービスにアクセスする前に、まず IP Phoneサー
ビスに登録する必要があります。

Web でのサービスの登録

手順

ステップ 1 デバイスの名前を選択します。

ステップ 2 [電話機サービス]をクリックします。

ステップ 3 [新規追加]をクリックします。

ステップ 4 ドロップダウンリストからサービスを選択し、[次へ]をクリックします。

ステップ 5 サービスラベルを変更します。また、使用可能な場合は、追加のサービス情報を入力します（オ

プション）。

ラベルの文字が11文字を超えている場合、ラベルは左から詰められるため、短い名前を使用しま
す。たとえば、「Customer Service」と入力すると、画面には「er Service」と表示されます。

ステップ 6 [保存]をクリックします。
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Web でのサービスの検索

手順

ステップ 1 デバイスを選択します。

ステップ 2 [電話機サービス]をクリックします。

ステップ 3 [検索]をクリックします。

Web でのサービスの変更または解除

手順

ステップ 1 サービスを検索します。

ステップ 2 1つまたは複数のエントリを選択します。

ステップ 3 [選択項目の削除]をクリックします。

Web でのサービス名の変更

手順

ステップ 1 サービスを検索します。

ステップ 2 サービス名をクリックします。

ステップ 3 情報を変更し、[保存]をクリックします。

Web での使用可能な画面スロットへのサービスの追加

手順

ステップ 1 デバイスを選択します。

ステップ 2 [サービス URL]をクリックします。
このオプションが表示されない場合は、電話機のサービスURLボタンを設定するように、システ
ム管理者に依頼します。
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ステップ 3 [ボタンサービス]ドロップダウンリストから、サービスを選択します。

ステップ 4 サービスの名前を変更する場合は、ラベルフィールドを編集します。

電話機で 2バイト文字セットがサポートされない場合は、[ASCIIラベル]フィールドが使用され
ます。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ステップ 6 [リセット]をクリックして電話機をリセットし、新しいラベルを表示します。電話機がリセット
されるまでは、ラベルを確認できません。

Web での電話機サービスへのアクセス

電話機で使用できるサービスは、電話機のシステム設定や登録したサービスによって異なりま

す。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

（注）

手順

ステップ 1
> [（サービス名）]を選択します。

設定したサービスが 1つだけの場合は、デフォルトでそのサービスが開きます。

ステップ 2 設定したサービスが複数ある場合は、電話スクリーンのメニューからサービスを選択します。

Web でのユーザ設定
ユーザ設定には、パスワード、PIN、および言語（ロケール）の設定が含まれます。PINとパス
ワードを使用して、さまざまな機能およびサービスにアクセスできます。

ヒント

•電話機でCiscoエクステンションモビリティやパーソナルディレクトリにログインするため
には、PINを使用します。

•ユーザオプションWebページやパーソナルコンピュータの Cisco WebDialerにログインする
には、パスワードを使用します。

•これらサービスの詳細については、システム管理者にお問い合せください。
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Web でのパスワードの変更

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [ユーザ設定]を選択します。

ステップ 2 [ブラウザのパスワード]領域で、パスワードを入力します。
パスワードは 5～ 127文字にする必要があります。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

Web での PIN の変更

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [ユーザ設定]を選択します。

ステップ 2 [電話の PIN]領域で、PINを入力します。
PINは 5～ 20桁の数字にする必要があります。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

Web でのユーザオプション Web ページの言語（ロケール）の変更

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [ユーザ設定]を選択します。

ステップ 2 [ユーザロケール]領域の [ロケール]ドロップダウンリストから、項目を選択します。

ステップ 3 [保存]をクリックします。
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Web での電話スクリーンの言語（ロケール）の変更

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [デバイス]を選択して、[デバイス設定]ページに移動します。

ステップ 2 [ユーザロケール]ドロップダウンリストから、項目を選択します。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

Web での回線の設定
回線の設定は、電話機の特定の電話回線（電話番号）に影響します。回線の設定には、コール転

送と回線ラベルが含まれます。

（注） •（プライマリ電話回線への）コール転送は、電話機から直接設定できます。コール転送,
（50ページ）を参照してください。

•電話機から直接アクセスできる電話設定については、電話機のカスタマイズ, （101ペー
ジ）を参照してください。

ヒント

ユーザオプションWebページからは電話機の [呼出音設定]を変更できません。

Web での回線ごとのコール転送の設定

手順

ステップ 1 デバイスの名前を選択します。

ステップ 2 [回線の設定]をクリックします。

ステップ 3 電話機に割り当てられている電話番号（回線）が複数ある場合は、適切な回線が選択されている

ことを確認するか、新しい回線を選択します。

ステップ 4 [着信コールの転送]領域で、各種条件の不在転送設定を選択します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。
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Web での回線ごとのボイスメッセージインジケータ設定の変更

手順

ステップ 1 デバイスを選択します。

ステップ 2 [回線の設定]をクリックします。

ステップ 3 電話機に割り当てられている電話番号（回線）が複数ある場合は、適切な回線が選択されている

ことを確認するか、新しい回線を選択します。

ステップ 4 [メッセージ受信ランプ]領域で、さまざまな設定から選択します。
通常、デフォルトのメッセージ受信設定では、ランプとメッセージを表示して、新しいボイス

メッセージがあることを示します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

Web での電話スクリーンに表示される回線テキストラベルの変更または作成

手順

ステップ 1 デバイスを選択します。

ステップ 2 [回線の設定]をクリックします。

ステップ 3 電話機に割り当てられている電話番号（回線）が複数ある場合は、適切な回線が選択されている

ことを確認するか、新しい回線を選択します。

ステップ 4 [回線のテキストラベル]領域に、テキストラベルを入力します。
ラベルの文字が11文字を超えている場合、ラベルは左から詰められるため、短い名前を使用しま
す。たとえば、「Customer Service」と入力すると、画面には「er Service」と表示されます。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

Cisco WebDialer
CiscoWeb Dialerを使用すると、Webブラウザで項目をクリックすることで、ディレクトリの連絡
先へのコールを Cisco Unified Wireless IP Phoneで発信できます。この機能の設定は、システム管
理者が行う必要があります。
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[ユーザオプション] ディレクトリでの WebDialer の使用

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。ユーザオプションWebページの使用, （138
ページ）を参照してください。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ディレクトリ]を選択して、同僚を検索します。

ステップ 3 ダイヤルする番号をクリックします。

ステップ 4 WebDialerを初めて使用する場合は、設定を行って [送信]をクリックします。

ステップ 5 [Cisco WebDialer -コールの開始]ページが表示されたら [ダイヤル]をクリックします。

ステップ 6 これで、電話機からコールが発信されます。

ステップ 7 コールを終了するには、[終了]をクリックするか、電話を切ります。

[ユーザオプション] ディレクトリではなく、別のオンライン社内ディレクトリで WebDialer を使用

手順

ステップ 1 WebDialer対応の社内ディレクトリにログインし、同僚を検索します。

ステップ 2 ダイヤルする番号をクリックします。

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、ユーザ IDとパスワードを入力します。

ステップ 4 WebDialerを初めて使用する場合は、設定を行って [送信]をクリックします。

ステップ 5 [Cisco WebDialer -コールの開始]ページが表示されたら [ダイヤル]をクリックします。
これで、電話機からコールが発信されます。

ステップ 6 コールを終了するには、[終了]をクリックするか、電話を切ります。

WebDialer のログアウト

手順

[Cisco WebDialer -コールの開始]または [Cisco WebDialer -終了]ページでログアウトのアイコンを
クリックします。
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WebDialer の初期設定、表示、または変更

手順

ステップ 1 [設定]ページにアクセスします。
[設定]ページは、ダイヤルする番号をクリックした後でWebDialerを初めて使用するときに表示
されます。

ステップ 2 後で [設定]ページに戻るには、[Cisco WebDialer -コールの開始]または [Cisco WebDialer -終了]
ページで [設定]アイコンをクリックします。
[設定]ページには次のオプションがあります。

[優先する言語]

WebDialerの設定およびプロンプトに使用する言語を指定します。

[固定デバイスを使用する]

WebDialerコールの発信に使用するWireless IP Phoneとディレクトリ番号（回線）を特定し
ます。1つの回線を持つ電話機を 1台だけ使用している場合、適切な電話機と回線が自動的
に選択されます。それ以外の場合は、電話機または回線を選択します。電話機はホスト名で

指定されます。

ホスト名を電話機に表示するには、 （設定） > [ネットワークプロファイル] > [ネッ
トワークの設定] > [ホスト名]を選択します。

[エクステンションモビリティを使用する]

これを選択した場合、WebDialerはエクステンションモビリティプロファイルに関連付け
られているWireless IP Phoneを使用します（使用可能な場合）。

[コールの確認ダイアログを表示しない]

WebDialerの [Cisco WebDialer -コールの開始]ページが表示されなくなります。デフォルト
では、このページはWebDialer対応のオンラインディレクトリ内の電話番号をクリックす
ると表示されます。
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第 11 章

トラブルシューティング

このセクションでは、Cisco Unified Wireless IP Phoneに関するトラブルシューティング情報を提
供します。

• 一般的なトラブルシューティング, 153 ページ

• 電話機の管理データ, 155 ページ

• 品質レポートツールの使用, 156 ページ

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーの問題, 156 ページ

一般的なトラブルシューティング
この項では、お使いの電話機に関して、一般的な問題のトラブルシューティングに役立つ情報を

説明します。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

説明症状

次の状況の 1つまたは複数が当てはまります。

•電話機がワイヤレスネットワークのアクセスポイントの通信圏外
にあります。

電話機でローミングしている場合、緑色のランプが点滅

していると、電話機がワイヤレスサービスの通信圏内に

あることがわかります。

（注）

•エクステンションモビリティサービスにログインする必要があり
ます。

•番号をダイヤルした後で、クライアント識別コードまたは強制承
認コードを入力する必要があります。

•電話機に時間帯制限が設定され、特定の時間帯に一部の機能が使
用できないようになっています。

コールを完了できない
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説明症状

以下のメッセージのいずれかがステータス行に表示されます。

•ネットワークがビジーです：ワイヤレスネットワークには、コー
ルを完了するための十分な帯域幅がありません。しばらくしてか

ら、再試行してください。

•サービス圏外に接近中：電話機が関連アクセスポイントおよびワ
イヤレスネットワークの通信圏から外れています。

•ネットワークサービスの検索中：電話機がワイヤレスネットワー
クのアクセスポイントを検索しています。

•認証に失敗しました：認証サーバがセキュリティ証明書を受け入
れませんでした。

• IPを設定中：電話機が、DHCPによる IPアドレスの割り当てを待っ
ています。

メイン画面がアクティ

ブではない

システム管理者が、電話機の [設定]メニューへのアクセスを無効にして
いる可能性があります。

設定メニューが反応し

ない

[参加]には、選択されたコールが複数必要になります。最低 1件のコー
ルを選択しており、さらにアクティブコールが自動で選択されている

ことを確認してください。また [参加]では、同じ回線上のコールを選択
する必要もあります。必要な場合は、参加する前に、複数のコールを 1
つの回線に転送してください。

[参加]が失敗する

次の状況の 1つまたは複数が当てはまります。

• [オプション]を押してスクロールし、その他のソフトキーを表示す
る必要があります。

•回線の状態を変更する必要があります（コールを発信する、接続
コールを維持するなど）。

•ソフトキーに関連付けられている機能をサポートするように、電
話機が設定されていません。

使用するソフトキーが

表示されていない

次の状況の 1つまたは複数が当てはまります。

•使用している電話機で暗号化が設定されていない場合、暗号化済
みコールに割り込むことができません。この理由により割り込み

が失敗すると、電話機で速いビジー音が再生されます。

•別の Cisco Unified Wireless IP Phoneでコールに割り込むことはでき
ません。

割り込みが失敗し、速

いビジー音が聞こえる
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説明症状

割り込みで参加したコールが保留になった場合、転送された場合、また

は会議コールに切り替えられた場合、そのコールからユーザは切断され

ます。

割り込みを使用して参

加したコールが切断さ

れる

通話相手がコール転送を有効にしている可能性があります。折返しが失敗する

転送先番号を入力すると、不在転送ループが発生する場合、または不在

転送チェーンで許容される最大リンク数（最大ホップ数とも呼ぶ）を超

過する場合、電話機で [全てのコールの転送]を直接設定する際に、設定
が拒否されることがあります。詳細については、システム管理者にお問

い合わせください。

[全てのコールの転送]
を設定しようとする

と、電話機にエラー

メッセージが表示され

る

電話機の管理データ
トラブルシューティングの目的で、電話機から管理データにアクセスするようシステム管理者か

ら求められる場合があります。

ネットワークまたはワイヤレスネットワークの設定データへのアクセ

ス

手順

ステップ 1
> [デバイス情報]を選択します。

ステップ 2 [ネットワーク]または [WLAN]を選択します。

ステップ 3 表示する設定項目を選択します。
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ステータスデータへのアクセス

手順

ステップ 1
> [ステータス]を選択します。

ステップ 2 表示するステータス項目を選択します。

電話機のコールおよびボイス品質情報へのアクセス

手順

> [ステータス] > [コール]を選択します。

品質レポートツールの使用
パフォーマンスに関する問題のトラブルシューティングに役立てるために、システム管理者によ

り一時的に、電話機に品質レポートツール（QRT）が設定されることがあります。設定に応じ
て、QRTは次の用途に使用します。

•現在のコールのオーディオに関する問題をすぐにレポートします。

•カテゴリのリストから一般的な問題を選び、理由コードを選択します。

手順

[オプション] > [QRT]を選択します。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G デスクトップチャー
ジャーの問題

このセクションでは、Cisco UnifiedWireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーの問題のト
ラブルシューティングに役立つ情報を提供しています。
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電源/Bluetooth ステータス LED
このセクションでは、電源/BluetoothステータスLEDで確認される状況について説明します。普通
の状況では、電源/Bluetoothステータス LEDは緑色に点灯します。これは、Cisco Unified Wireless
IPPhone7925Gデスクトップチャージャーが電源コンセントに刺さっていることを示しています。

電源/Bluetooth ステータス LED が点灯しない

問題

電源/Bluetoothステータス LEDが点灯しません。

原因

Cisco UnifiedWireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーがコンセントに接続されていませ
ん。またバッテリ LEDも点灯しない場合、Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップ
チャージャーが使用不可になっています。

ソリューション

チャージャーをコンセントに接続します。

電源/Bluetooth LED が青色で点滅している

問題

電源/Bluetoothステータス LEDが青色で点滅しています。

原因

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーが、Bluetoothペアリングモード
に切り替わったか、このモードから別のモードに切り替わりました。

ソリューション

これは通常の動作です。

バッテリ LED
このセクションでは、バッテリ LEDで確認される状況について説明します。バッテリ LEDが緑
色に点灯している場合、予備バッテリの充電は完了しています。

Cisco Unified Wireless IP Phone 7925G/7925G-EX/7926G ユーザガイド
157

トラブルシューティング

電源/Bluetooth ステータス LED



バッテリ LED が点灯しない

問題

バッテリ LEDが点灯しません。

原因

予備バッテリが Cisco Unified Wireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーに取り付けられ
ていないか、バッテリが正しく接続されていません。

ソリューション

バッテリが取り付けられていない場合、この状態は正常です。バッテリが取り付けられている場

合は、バッテリを一度取り外して、もう一度チャージャーに取り付けます。また電源/Bluetoothス
テータス LEDが緑色に点灯することを確認します。

バッテリ LED が赤色である

問題

バッテリ LEDが赤色になっています。

原因

予備バッテリは充電中です。

ソリューション

この状態は正常です。

バッテリ LED がオレンジ色である

問題

バッテリ LEDがオレンジ色になっています。

原因

Cisco UnifiedWireless IP Phone 7925Gデスクトップチャージャーが、予備バッテリの電力で稼働し
ています。バッテリLEDがオレンジ色で点滅している場合、予備バッテリの電力の残量が低下し
ています。オレンジ色のバッテリLEDの色が薄くなってくると、予備バッテリの電力残量は急速
に減少します。

ソリューション

チャージャーをコンセントに接続します。
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付録 A
保証

• シスコ製品（ハードウェア）に関する 1年間の限定保証規定, 159 ページ

シスコ製品（ハードウェア）に関する 1 年間の限定保証
規定

保証期間内にお客様が受けられるハードウェアの保証およびサービスに関して適用される特別な

条件があります。

シスコのソフトウェアに適用される保証およびライセンス契約を含む正式な保証書は、Cisco.com
の次の URLで提供しています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/warranty/English/1Y1DEN__.html
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